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本書は、平成 9年度～平成11年度に松山市東部の来住・久米地区で実施した宅地造成

に伴う緊急発掘調査の報告書です。

来住・久米地区には、国指定史跡「来住廃寺跡」、平成15年度に追加指定された「久米

高畑官衛遺跡群」があり、全国的にも重要な古代遺跡が展開する地域として知られてい

ます。

今回報告します久米才歩行遺跡 3・ 4・ 5次調査地では古墳時代後期～古代の建物址

が検出され、久米高畑官衛遺跡群の北方地域の集落構造を解明する貴重な資料を得るこ

とができ、また、 4次調査地では弥生時代の石鎌の定着時期が推定されるなど、重要な

成果が得られました。

このような成果をあげることができましたのは、埋蔵文化財に対する深いご理解とご

協力を賜つた関係者のお陰であり、感謝申し上げますとともに、今後とも変わらぬご援

助を賜 りますよう、お願い致します。

本書が文化財保護、生涯教育、埋蔵文化財調査研究の一助となり、各方面にご活用い

ただければ幸いに存じます。

平成17年 3月 31日

財団法人松山市生涯学習

理事長 中 本寸
振興財

時

団

広
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例

1.本書は、財団法人松山市埋蔵文化財センターが平成 9年度～平成11年度に、松山市南久米町3ケ

所で宅地開発に伴う事前の緊急調査として実施した埋蔵文化財発掘調査の報告書である。

2.遺構は呼称を略号で記述した。竪穴住居址 iSB、 掘立柱建物址 :掘立、溝 :SD、 土坑 :SK、

柱穴 :SPと し、遺跡ごとに通し番号を付記した。

3.遺構の測量は、担当調査員指示のもと補助員・作業員が実施した。

4.遺物の実測及び掲載図の製作は、調査担当者指示のもと整理作業員が行った。

5。 遺構図・遺物図の縮尺は、縮分値をスケール下に記した。

6。 写真図版は、遺構の撮影は担当者と大西朋子が、遺物の撮影は大西が担当し、図版作成は担当者

と協議のうえ大西が行った。

7。 本書に使用した方位は、磁北と真北である。

8.本書に掲載した遺物及び写真 。図版等の記録類は、すべて松山市立埋蔵文化財センターにて収蔵
保管している。

9。 本書の執筆は梅木謙―・宮内慎― 。加島次郎・小笠原善治が行い、編集は梅木が担当し、水口あ

をいが補助をした。

10,製版 白黒図版-175線

印刷 オフセット印刷
用紙 白黒図版―ニューVマ ット菊版 93.5kg使用

口
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第 1 は じめ に

1.調査・刊行に至る経緯
財団法人松山市生涯学習振興財団埋蔵文化財センターは、平成 9年 9月 に市内南久米町484-1、

平成10年 10月 に南久米町485-1外、平成11年 4月 に南久米町468-1で宅地開発に伴う事前の発掘調

査を実施した。調査 した 3ケ所は松山市が↓旨定した埋蔵文化財包蔵地「126 高畑遺物包含地」内に

あり、周辺地の既存の遺跡調査から、遺跡名を久米オ歩行遺跡とした。発掘調査に至るまでの詳細は、

第 2章以降の各調査報告で行うものとする。

発掘作業以降は、各調査担当者が整理作業を行い、平成16年度には本格的な報告書作成作業を実施

した。

表 1 調査地一覧

章

遺 跡 名 現  住  所 面積 (雷 ) 調 査 期 間

久米才歩行 3次 南久米町484-1 49632 1997年 9月 1日 ～1997年 10月 31日

久米才歩行 4次 南久米町485-1外 1,09500 1998年 10月 1日 ～1998年 12月 31日

久米才歩行 5久 南久米町468-ユ 79031 1999年 4月 8日 ～1999年 6月 30日

第 1図 久米才歩行遺跡調査地位置図 (S=1:2,500)
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2. 干U行組 織  (平成17年 3月 31日 現在)

松 山 市 狭 育 委 員

務

文 化 財 課
①松山市生涯学習振興財団

埋蔵文化財センター

は じ め に

教  育

局

企  画
企  画
企  画

課

理  事

事 務 局

事 務 局 次

事 務 局 次

所

専門監兼学芸係長

次長兼調査係長

管 理 係 長

調

調

調

調

調

調

調

調

土居

久保

石丸

丹生谷博一

仙波 和典

T~4原  忠人

中村 時広
三宅 泰生

石丸 允良

池田 政勝

杉田 久憲

早瀬 忠幸
西尾 幸則

岸本 照修

梅木 謙一

宮内 慎一

相原 秀仁

加島 次郎

高尾 和長

小笠原善治

河野 史知

大西 朋子 (写真担当)

美

一二

修

二貝

浩

会

局事

長

長

官

官

官

長

長

長

長

長

長

員

員

員

員

員

員

員

員

査

査

査

査

査

査

査

査

3.環 境 悌 2図 )
本書で報告する遺跡は、松山平野を代表する古代遺跡の来住廃寺や久米高畑官衡遺跡群が含まれる

「来住・久米地区」に属している。この地区には多くの遺跡があり、報告書も刊行したものが幾つか

ある。したがって、各遺跡の歴史的・自然地理的環境や久米高畑遺跡の内容は、以下の報告書を参照

していただきたい。

【報告書一覧】

F来住廃寺』松山市文化財調査報告書 第12集、1979年。
F来住廃寺―平成 2年度調査概報―』松山市文化財調査報告書 第23集、1991年。
『来住 。久米地区の遺跡』松山市文化財調査報告書 第27集、1992年。
『来住廃寺遺跡―第15次調査―』松山市文化財調査報告書 第34集、1993年。
『来住・久米地区の遺跡 Ⅱ』松山市文化財調査報告書 第44集、1994年。
『来住廃寺―第19次調査―』松山市文化財調査報告書 第56集、1996年。
『小野川流域の遺跡』松山市文化財調査報告書 第57集、1996年。
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境環

0久米オ歩行遺跡3次 0久米オ歩行遺跡4次 0久米才歩行遺跡5次
0来住廃寺 ②久米高畑遺跡群 0福音小学校構内遺跡 0天山神社遺跡 0東山古墳群

第 2図 調査地周辺の遺跡分布図 (S=1:25,000)
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は じ め に

『小野川流域の遺跡 Ⅱ』松山市文化財調査報告書 第66集、1998年。
F来住・久米地区の遺跡 Ⅲ』松山市文化財調査報告書 第76集、2000年。
F小野地区の遺跡』松山市文化財調査報告書 第81集、2001年。
F久米高畑遺跡-25次調査―』松山市文化財調査報告書 第93集、2003年。
『来住・久米地区の遺跡 Ⅳ』松山市文化財調査報告書 第100集、2004年。
F来住・久米地区の遺跡 V』 松山市文化財調査報告書 第101集、2004年。

【概要報告一覧】

『松山市埋蔵文化財調査年報 I』 1987年。

『松山市埋蔵文化財調査年報Ⅱ』1989年。

『松山市埋蔵文化財調査年報Ⅲ』1991年。

F松山市埋蔵文化財調査年報Ⅳ』1992年。

F松山市埋蔵文化財調査年報V』 1993年。

F松山市埋蔵文化財調査年報Ⅵ』1994年。

『松山市埋蔵文化財調査年報Ⅶ』1995年。

『松山市埋蔵文化財調査年報Ⅷ』1996年。

F松山市埋蔵文化財調査年報Ⅸ』1997年。

F松山市埋蔵文化財調査年報X』 1998年。

F松山市埋蔵文化財調査年報■』1999年。

F松山市埋蔵文化財調査年報12』 2000年。

『松山市埋蔵文化財調査年報13』 2001年。

F松山市埋蔵文化財調査年報14』 2003年。

F松山市埋蔵文化財調査年報15』 2004年。

『松山市埋蔵文化財調査年報16』 2004年。
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第 2章 久米才歩行遺跡 3次調査地

1.調査の経緯
(1)調査に至る経緯 (第 3図 )
1997(平成 9)年 3月 4日 、田中和彦氏より松山市南久米町484番地 1内における宅地開発にあた

り、当該地の埋蔵文化財の確認願いが、松山市教育委員会文化教育課 (以下、文化教育課)に提出さ

れた。

当地は松山市の指定する埋蔵文化財包蔵地の FNo126 高畑遺物包含地』内にあたり、周知の遺跡

地帯として知られている。同包含地内では、当地の西方140mの地点に久米オ歩行遺跡 1次調査地が

あり、弥生時代中期から中世までの遺構や遺物が確認されている。また、当地に隣接して久米オ歩行

遺跡 2次調査地があり、弥生時代前期の土坑や古墳時代の竪穴式住居址などが検出されている。周辺

地域では南久米片廻 り遺跡 (1・ 2次調査地)や北久米町屋敷遺跡 (1・ 2次調査地)、 南久米町遺

跡 (1・ 2・ 3次調査地)な どがあり、縄文時代から中近世までの集落関連遺構や遺物が多数確認さ

れている。また、当地の南西100mの地点に『久米評』線刻の須恵器が出土した久米高畑遺跡 7次調

査地が存在する。

これらのことから、当該地の埋蔵文化財の有無と遺跡の範囲や性格を確認するため、1997(平成 9)

年 3月 14日 、文化教育課と財団法人松山市生涯学習振興財団埋蔵文化財センター (以下、埋文セン

ター)は試掘調査を実施した。その結果、地表下20cmの地点にピット数基と土師器、須恵器を検出し、

当地に集落関連遺構があることを確認した。

この結果を受け、申請者と文化教育課・埋文センターの両者は遺跡の取 り扱いについて協議を行い、

宅地開発によって失われる遺構 。遺物に対して、記録保存のために発掘調査を実施することとなった。

第 3図 調査地位置図(1)(S=1:25,000)

-7-



久米才歩行遺跡 3次調査地

調査は、古墳時代から中世における当地や周辺地域の集落の広がりや構造解明を主目的とし、埋文

センターが主体となり、申請者の協力のもと、1997(平成 9)年 9月 1日 に開始した。

(2)調査 の経緯 (第 4図 )
調査地は、松山平野北東部、平井谷地域を水源とする堀越川の北岸に立地する。調査以前は耕作地

であつた。調査対象面積は496.32♂であるが、調査事務所や排土置き場の都合上、最終の発掘面積は

230ぽ余りである。1997(平成 9)年 9月 1日 、調査事務所を設置し、調査用具の搬入をする。9月

4日 、重機により表土の予よぎ取り作業を行い、9月 8日 より作業員を増員し本格的な発掘調査を開始

する。遺構は掘立柱建物址や溝、土坑のほか多数のピットがあり、遺構内や包含層中からは主に古代

から中世までの遺物が出上した。10月 28日 、遺構の掘り下げをすべて終了し、完掘状況写真を撮影す

る。31日 遺構図の測量を完了し、発掘調査を終了する。出土遺物や記録類、調査用具を撤去し、松山

市立埋蔵文化財センターに保管する。

(3)調査組織

調 査 地 松山市南久米町484番地 1

遺 跡 名 久米オ歩行遺跡 3次調査地

調査期間 1997(平成 9)年 9月 1日 ～同年10月 31日

調査面積 496.32ぽ

調査委託 田中和彦

調査協力 株式会社 中岡組

調査担当 宮内慎―・相原秀仁

0久米オ歩行 (3次) ②久米才歩行 (1次)  0久米才歩行 (2次 )
0南久米片廻り (1次)0南 久米片廻り (2次)0久 米高畑 (7次 )

第 4図 調査地位置図(2)(S=1:3,000)
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久米才歩行遺跡 3次調査地

2.層 位 (第 7～ 10図、図版1)
調査地は、重信川中流右岸の小野川扇状地と石手川扇状地との間に形成された洪積台地上、標高

33.2m前後に立地する。調査地の基本層位は、第 I層表土、第Ⅱ層灰色土、第Ⅲ層淡茶褐色上、第Ⅳ

層暗灰褐色土、第V層黄褐色土である。

第 I層 一近現代の農耕に伴う客上である。地表下20～ 30cmま で開発が行われている。

第Ⅱ層―農耕に伴う床土である。厚さ5～ 10cmである。

第Ⅲ層一第 I・ Ⅱ層による削平により部分的な検出である。調査地西半部に多くみられ、北から南

に向けて傾斜堆積をなす。厚さ5～ 15cmを測り、中世の土師器・陶磁器を包含する。

第Ⅳ層―調査地中央部から南側にて検出された。第Ⅲ層と同様に部分的な検出であり、厚さ5～ 10

cmである。遺物は土師器 。須恵器が出上している。

第V層 一本層上面が調査における最終の遺構検出面である。調査地北半部は粘性の強い土壌である

が、南半分では本層中に拳大の礫が混入する状況である。

遺構はすべて第V層上面での検出である。掘立柱建物址 4棟 (掘立 1・ 2:古代、掘立 3。 4:中

世)、 溝 3条 (SDl:中世、SD2・ 3:不明)、 土坑 (SKl:古代、SK2:中世)、 ピット411
基である。ただし、遺構の遺存状況から判断すると、本来は第Ⅳ層以上の層から掘り込まれた可能性

が高いものが多い。検出遺構や出土遣物から判断すると、第Ⅲ層は古代、第Ⅳ層は中世までに堆積し

たものと推測される。

第V層上面の標高を測量すると、調査地北東部が最も高く、南西部に向けて傾斜をなす (比高差40

cm)。 なお、調査にあたり調査区内を4m四方のグリットに分けた。各グリットの呼称名は第 6図、
土層図のポイント位置PA・ PB… P」 は遺構配置図 (第 11図)に記載している。
本調査において、弥生時代から中世までの遺構と遣物を検出した。弥生時代・古墳時代の遺構は未

検出であるが、古代は掘立柱建物址や土坑、中世では掘立柱建物l■や溝、土坑をそれぞれ検出した。

本稿では、 3。 遺構と遺物 〔1〕 古代、〔2〕 中世、〔3〕 時期不明として、時代別にこれらの遺構 。

遺物の説明を行うことにする。ただし、ピットゃ包含層出土遺物などは、〔4〕 その他として掲載して

いる。

第 6図 調査地区割図

0          5m

(S=1:200)
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第10図 南壁土層図
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久米才歩行遺跡 3次調査地

3.遺構と遺物
〔1〕 古 代
古代の遺構は掘立柱建物址2棟、土坑1基である。すべて第V層上面での検出である。

(1)掘立柱建物址 (掘立 )

掘立 1(第■・12図、図版 3)

調査区中央部、A3～ C4区に位置する。 9基の柱穴を検出した。建物東狽1は、建物柱穴の配置か

ら溝SDl(中 世)に削平されたものと考えられ、南西隅柱穴 (SP⑤)及び中央部柱穴 (SP⑦ )
は土坑 SKl、 SK2にそれぞれ部分的に削平されている。梁行 2間、桁行 3間以上の東西棟で、真
北よりわずかに東側に建物方位を振つており、主軸方位はN-2°一Eである。規模は梁行長5.08m、

桁行長6.77mである。柱穴間隔は梁間2.1～ 2。9m、 桁間1.9～2.7mである。柱穴掘り方は円～楕円形を

Luo9 98 H

②④ ②

①黒褐色土           ④黒色土 〔柱痕〕
②黒褐色土 (黄色土混入)

③黒掲色土 (責色上が少量混入)

第12図 掘立 1測量図

0     1     2m

(S=1 :80)
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第13図 掘立 1出土遺物実測図

呈し、径80～ 104cm、 深さ16～ 24cmを測る。掘り方埋土は黒褐色土を基調とし、黄色土が部分的に混

入するものである。柱痕はSP① o④ o③・⑦の4基の柱穴で検出され、径16～ 20cm、 深さ16～ 22cm

を測る。柱痕埋土は粘性の強い黒色上である。

遺物は埋土中より、土師器 。須恵器小片が少量出土した。そのうち図化しうるものを6点掲載した。

出土遺物 (第 13図 )

1は SP③、 2・ 5は SP④、 3は SP⑥、 4は SP③、 6は SP⑤出土品である。 1は須恵器杯
蓋、 2～ 5は杯身である。杯身は、たちあがりは低く内傾する形態をなす。 6は土師器の甕の口縁部

である。口縁部は内湾し、口縁端部は内傾する面をもつ。

時期 :出土した遺物は7世紀前半頃の特徴を示している。よって、掘立 1の造営時期は古代、 7世

紀前半頃とする。

掘立 2(第 ll・ 14図、図版3)

調査区南側、A5～ B6区に位置する。 7基の柱穴を検出した。建物南側は、調査区外に続くもの

と考えられる。梁行 2間、桁行 2間以上の建物l■で、主軸方位はN-2°一Eである。規模は梁行長

3.04m、 桁行長3.59m、 柱穴間隔は梁間1.4～ 1.6m、 桁間1.7～ 1.8mで ある。

柱穴掘り方は円～楕円形を呈し、径30～ 60cm、 深さ15～ 20cmを測る。掘り方埋土は黒褐色土を基調

とし、責色土が部分的に混入するものである。柱痕はSP①・⑦の 2基の柱穴で検出され、径16～ 20

cm、 深さ16～ 24cmを測る。柱痕埋土は粘性の強い黒色上である。

遺物はSP⑤より須恵器不身片が出土したが、小片のため図化できず未掲載である。

時期 :出土遺物がわずかであり明確な時期判断はしかねる。柱穴の掘り方埋土や建物方位が掘立 1

に酷似することや、出土遺物の特徴から、掘立 1と 同時期の建物址と考えられる。よって、掘立2も

古代、 7世紀前半頃の建物址と考えておく。
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第14図 掘立 2測量回

ー(S‐
1:09)

第15図 S‐ 【十測量図・出上遺物
―
実測回

1 0cm

(S‐ 11.3)
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遺 構 と 遺 物

(2)土 坑
SKl(第 11・ 15図、図版 4)

調査区西壁中央部、C4・ 5区に位置する。掘立 1柱穴を切り、遺構西側及び南側は調査区外に続 く。

平面形態は方形 もしくは長方形を呈するものと考えられ、規模は東西検出長0.77m、 南北検出長

1.66m、 深さは検出面下15cmを 測る。断面形態は逆台形状をなす。基底面は平坦であり、壁体は垂直

に近 く立ち上がる。

埋土は暗褐色土を基調とし、黄色上の混入度合いで2層 (① o②層)に分層される。①層に比べて

②層が黄色上の混入量が多い。

基底面にて大小 3基 (SP①～③)の ピットを検出した。このうち、SP① o②の埋土は土坑埋土

と同じであることから、SKlに伴う可能性がある。SP③は埋上が黒褐色上であり、土坑埋上が異
なることや土層断面観察からSKl構築以前の遺構と考えられる。
遺物は、埋土中より上師器・須恵器片が数点出土した。そのうち図化しうるものを1点掲載した。

出土遺物 (第 15図 )

7は須恵器奏の口縁部である。口縁端部は面取りされ、口唇部はやや内恨1につまみ出されている。

推定口径18,Ocm、 色調は内外面共に灰色を呈する。

時期 :出土遺物は僅少で明確な時期判断は困難である。掘立 1に後出することや、遺物の特徴から

SKlは 7世紀後半の遺構とする。

〔2〕 中 世
中世の遺構は掘立柱建物址 2棟、溝 1条、土坑 1基がある。すべて第V層上面での検出である。

(1)掘立柱建物址

掘立 4(第 11・ 16図、図版 4)

調査区北西部、Bl～ C3区 に位置する。建物は 6基の柱穴から構成される。梁行 1間、桁行 2間

の南北棟で、建物方位をN-2°一Eに とる。規模は梁行長3.04m、 桁行長4.48m、 柱穴間隔は桁間2.1

～2.3mを 測る。柱穴掘 り方は円～楕円形を呈し、径24～ 30cm、 深さ20～44cmを 測る。掘 り方埋土は

褐色土単層である。柱痕はSP③・④の2基の柱穴で検出され、径15～ 20cm、 深さ26～ 30cmを測る。

柱痕埋土は粘性の強い褐色土である。

遺物はSP⑥から土師器土釜の口縁部片が出土したほか、SP⑤の基底面にて径20cm、 厚さ5 cmの

扁平な石を1個検出した。

出土遺物 (第 16図 )

8は土師器土釜の口縁部片である。口縁部はやや内傾し、口縁端部は面をもつ。口唇部よりやや下

がった位置に断面三角形状の凸帯が付く。

時期 :柱穴内から出上した遺物が僅少で、明確な時期決定はしかねる。出土した土釜の特徴から、

掘立 4は 15～ 16世紀の建物址とする。

掘立 3(第 11・ 17図、図版 5)

調査区北東部、Al～ B3区に位置する。建物は6基の柱穴から構成される。梁行 1間、桁行 2間
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の南北棟で、建物方位をN-2°一Eに とり、ほぼ、掘立 4と 同じ建物方位をなす。規模は梁行長3.04

m、 桁行長4.77m、 柱穴間隔は桁間2.3～ 2.5mで ある。柱穴掘 り方は円～楕円形を呈し、径20～ 40cm、

深さ30～ 45cmを測る。掘 り方埋土は暗灰褐色土単層である。柱痕は未検出である。

遺物はSP③より土釜、または土鍋の脚部片が出土したほか、SP②の基底面にて径20c14、 厚さ5

cmの扁平な石が 1個出土した。

出土遺物 (第 17図 )

9は土釜、または土鍋の脚部片である。最大厚は 2 cmを測る。脚部の接合方法が看取されるもので、

胴部に粘土板を捻るように貼り付け、脚柱部分を絞って成形し、指頭で細かな整形を施している。

時期 :柱穴内から出上した遺物が僅少で、明確な時期決定は困難である。あえて時期を求めるなら

ば、据立 3は 15～ 16世紀代の建物址と考えられよう。

ШO乙 88H

H3320m

①掲色土
②褐色土 (粘性強)〔柱痕〕

0     1    2m

(S=1:80)

聯8
0          5         1 0cm

(S=1:3)

第16図 掘立 4測量図・出土遺物実測図

8 :SP⑥
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遺 構 と 遺 物

Щ0388'H

9 :SP③

0           5          1 0cm

(S=1:3)

①暗灰掲色土 0     1     2m

(S=1:80)

第17図 jFH立 3測量図・出土遺物実測図

(2)  滞

S Dl(第 11・ 18図、図版 6)

調査区東側、A2～ 6区に位置する。第V層上面での検出であり、第Ⅱ・Ⅲ層が覆う。溝北端は消
滅し、南端及び東側は調査区外に続 く。溝中央部は掘立 1柱穴を削平 したものと推測される。南北方

向に延びる溝で、ほぼ真北に等 しい方位をとる。規模は検出長18.4m、 最大幅1.4m、 深さは最大で30

cmを測る。断面形態はレンズ状を呈 し、埋土は褐灰色土単層である。

溝基底面は北側から南側に向けて傾斜をなす (比高差30cm)。 調査区中央部やや南寄りの地点では、

溝基底面に10cm大の礫が露出する状況であつた。このほか、溝を完掘後、基底面にて大小20基のピッ

トを検出した。いずれのピットも、埋土が褐色土もしくは暗灰褐色土であるため、溝に先行する時期

の遺構と推測される。溝内には水の流れた様子はなく、溝の性格は土地割 りのためのものではないか

と考えられる。

遺物は、埋土中にて土師器片が散在 して出上した。

出土遺物 (第 18図、図版 7)

10～ 13は土師器土釜である。10。 ■は口縁部は内湾し、日縁端部に下膨れの断面三角形状の凸帯が

付 く。10は凸帯下の胴部外面に煤が付着する。内外面共に口縁部はヨコナデ調整、胴部は、10は刷毛

目調整、11はナデ調整を施す。12・ 13は 口縁部は直立し、口縁端部より下がつた位置に断面三角形状
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の凸帯が付 く。13の口縁端部はやや凹む。13の外面には指頭痕を残す。内外面共に口縁部はヨコナデ

調整、胴部はナデ調整を施す。14・ 15は土釜または土鍋の脚部である。最大厚は14が 2.6cm、 15は 1。9

cmを 測る。

時期 :出上した遺物が15～ 16世紀の特徴を示している。掘立 1に後出することや、出土遺物の特徴

から、 SDlは 15～ 16世紀代の遺構とする。

貯セ

酢 13

(S=1:3)

第18図 SDl断 面図・出土遺物実測図

∞
Ｍ
ＩＩＩＩ
凹

①掲灰色土

(S=1:10)

11
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(3)土 坑
SK2(第 ■・19図 )
調査区中央部南寄り、B4・ 5区に位置する。遺構北東部及び南狽1は、それぞれ灰色土を埋土にも

つ S P253、 S P214に 切られ、掘立 1柱穴 (SP⑦)を切つている。平面形態は不整の楕円形を呈し、

規模は長径1.63m、 短径0.80m、 深さ約 7 cmを測る。基底面はわずかに北から南に向けて傾斜をなす

(比高差 4 cm)。 断面形態は浅い皿状を呈し、埋土は暗灰色土単層である。

基底面にて大小 5基のピットを検出した。SP①は径10～ 15cm、 深さ5 cm程度のもので、埋土はS

K2と 同様の暗灰色土であることから、本土坑に伴うものと考えられる。そのほか、SP②・⑤は暗

灰褐色上、SP③は褐色上、SP④は黒掲色土を埋上にもつことから、これら4基のピットは本土坑
構築以前の遺構の可能性が高い。

遺物は埋土中にて土師器小片が数点出土したほか、基底面付近からは鉄片 (魂 )が数点出土してい

る。出土遺物のうち、図化しうるものを 1点掲載した。

出土遺物 (第 19図 )

16は土師器土金の口縁部である。口縁端部に接して、九味のある断面三角形状の凸帝が付く。推定

口径19,4cm、 色調は茶褐色を呈する。

時期 :出土した遺物が僅少で、明確な時期判断はしかねる。あえて時期を求めるならば、出土した

土釜の特徴から、SK2は 15～ 16世紀の遺構とする。また、鉄片が出土したことから、SK2は工房
的な性格をもつ遺構の可能性もある。

仁 害垂≡≡≡〒
~~~~Ч

0           5          1 0cm

(S=1 : 3)

≡ ≦ 玉 翌 垂 垂 ≡ 奎 ≡ 。

①暗灰色土  ③掲色土
②灰色土   ④皓灰掲色土

"(S=1:30)

第 19図  SK2 測量図 。出土遺物実測図

∈)SP①
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〔3〕 時期不明

本調査では、時期特定の困難な遺構として溝 2条があげられる。

SD2(第 11図 )
調査区中央部やや南寄り、A4～ C4区に位置する。東西方向の溝で、規模は検出長8.92m、 幅14

cm、 深さ6 cmを測る。断面形態は浅い「U」 字状を呈し、埋土は灰色土単層である。溝基底面はほぼ

平坦である。溝内からの遺物はなく、他の遺構との切り合いもないことから時期は不明である。

SD3(第 ll図 )
調査区中央部やや南寄り、A4～ C4区に位置する。SD2と ほぼ平行に走る溝であるが、部分的
に削平されている。規模は検出長9.56m、 幅12cm、 深さ5 cmを測る。断面形態は浅い「U」 字状を呈

し、埋土は灰色土単層である。溝基底面はほぼ平坦である。溝内からの遺物の出土はなく、時期は不

明である。

〔4〕 その他

本調査では、掘立柱建物址や溝、土坑のほかにピット411基を検出している。また、包含層である

第Ⅲ層中からは、少量ではあるが遺物が出上している。

庇

下(｀           く
(` 22

SP94:17～20    SP225:23
SP18:21       SP23:24
SP307:22       SP332:25

第20図 ビット出土遺物実測図(1)

0          5        1 0cn

(S=1:3)
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SP4:26      SP256:29
SP345:27    SP168:30
調 敗 8             帥

(S=1:3)

第21図 ピット出土遺物実測図(2)

(1)ピ ッ ト

本調査では411基のピットを検出した。埋上の違いにより以下の 5種類に分類される (埋土①一灰

色上、埋土②―暗灰色土、埋土③―褐色土、埋土④―暗灰褐色土、埋土⑤―黒褐色土)。

坦土①のピットは91基あり、調査区ほぼ全域に点在する。埋土②のピットは、掘立 3を含め89基あ

る。調査区中央部西寄り付近に集中して分布する。ピット内からは、中世段階の土師器片が出土して

いる。埋土③のピットは掘立 4を含め48基あり、調査区北東部に多く分布する。埋土④のピットは

117基あり、調査区ほぼ全域に散在する。埋土⑤のピットは掘立 1・ 2を含め66基あり、調査区全域

に点在する。ピット内からは弥生土器、土師器、須恵器が出上している。

これらピットのうち、埋土②のS P94か らは、4枚の割れた土師器皿や杯が、ピット中心部付近に

斜め方向に埋められていた。そのほか、ピット内から出土した遺物のうち図化しうるものを第20。 21

図に掲載した。

出土遺物 (第 20・ 21図、図版7)

17～ 20は S P94出土品。21・ 27・ 28は埋土③、26・ 301ま埋土⑤、その他は埋土②のピット出土品で

ある。17～ 20は土師器皿である。体部はやや内湾し、口縁端部は丸く仕上げられている。すべて底部

の切り離しは回転糸切り技法による。17・ 18は口径9,2cm、 9.9cm、 器高は1.9cmで ある。19,201よ やや

大型で、回径 11.Ocmと 12.Ocm、 器高は両者共に2.3cmである。内外面共にヨコナデ調整を施す。21は S

P18出上の上師器の高杯である。外面に面取り痕を僅かに残す。221よ S P307、 23は S P225、 24は S

P23、 25は S P332出土品。22は土師器土釜の口縁部である。口縁端部に接して断面三角形状の凸帯

が付く。23は瓦質土器の羽釜である。やや上向きの比較的長い鍔が付く。24・ 25は土釜または土鍋の

脚部である。241よ外面にわずかに媒が付着する。26は SP4、 27は S P345、 28は S P152、 29は S
P256、 30は S P 168出 土品。26は須恵器ネ蓋で、断面三角形の鋭い稜をもつ。27は須恵器杯で、幅広

の短い高台をもち、高台接地面はやや凹む。28は須恵器壺である。29は龍泉窯系青磁碗で、体部外面
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に細身の蓮弁文を施す。釉は薄緑色で、高台畳付部分は露呈のままである。301ま弥生土器の壷である。

顕部にヘラ描き沈線文 5条 と刺突文を施す。

(2)包含層・地点不明出土遺物 (第 22図、図版7)

本調査では、第Ⅲ層中から遺物が出上 した。また、出土地点の不明な遺物が数点ある。31～ 34は第

Ⅲ層、35～ 37は 地点不明出土遺物である。31～ 341ま備前焼の悟鉢である。口縁部は上下方に拡張し、

端面は31・ 32は凹み、33・ 34は 凹線が巡る。34の内面には平行条線を5条以上施している。15～ 16世

紀。35は須恵器の杯身、36は高杯、37は短頸壷である。 6～ 7世紀。

―，
夕弱

ダゝ
31～34:第 Ⅲ層
35～37:地点不明

0            5          1 0cm

(S=113)

第22図 第 lII層 。地点不明出土遣物実測図
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4。 小 結

本調査において、弥生時代から中世までの遺構・遺物を確認することができた。

弥生時代と古墳時代は、確実に時期比定される遺構は未検出であるが、ビットや表採資料に弥生時

代前期や古墳時代後期の上器片が出土している。これは久米才歩行遺跡 2次調査において、同時期の

遺構や遺物が検出されていることから、近隣に存在する弥生時代や古墳時代集落に関連して、これら

の遺物が存在するものと考えられる。

ついで、 7・ 8世紀の古代の遺構・遺物が認められる。 7世紀前半頃、掘立柱建物が当地に出現す

る。掘立 1は 7mを超える比較的大型の建物址で、建物方位をほぼ真北に等しくとる。柱穴掘り方は

円～楕円形を呈している。来住台地上で検出される掘立柱建物址の場合、方向性や柱穴掘り方プラン

などで概ね時期判断が可能である。真北方向をとる建物址は古代のもので、掘り方プランにより、円

形プランでは7世紀代、方形プランになると8世紀代と考えられている。この観点からも、本調査検

出の建物址は7世紀代の建物址であるといえよう。しかも、古代 7世紀における集落が、確実に当地

や近隣地域に存在することを示す貴重な資料である。

引き続き、 9～ 13世紀の遺構 。遺物を有しないまま、久米才歩行遺跡 3次調査地は15,16世紀の遺

構や包含層を有している。掘立 3・ 4は 1× 2間の規模の建物址で、真北方向に建物方位をとる。ま

た、南北に延びる溝SDlは検出状況から、土地を区画するための溝ではないかと推測される。この
ほか、土坑SK2か らは基底面付近にて鉄片が数点出上し、工房的な性格の遺構の可能性がある。
このように、掘立柱建物址や地境を示すと考えられる溝、鍛冶工房的性格の上坑などの存在は、当

地や周辺地域に中世集落が存在するものとみて間違いないであろう。さらに破片ながら輸入陶磁器の

出土は、集落の中心となる大型建物が営まれた屋敷址が、周辺に存在している可能性も高い。

今後は、調査地や周辺地域の遺跡を検討し、各時代における集落の広がりや構造を、来住台地に展

開する遺跡との関係をも考慮して考えていかなければならないであろう。

遺構 。遺物観察表 一凡例一
(1)以下の表は、本調査検出の遺構・遺物の計測値及び観察一覧である。

(2)遺構一覧表の出土遺物欄は遺物を略記した。

例)土師→土師器、須恵→須恵器

(3)遺物観察表の記載について

法 量  欄  ( ):復元推定値
形態・施文欄 土製品の各部位名称を略記した。

例)口→口縁部、頚→頸部、胴→胴部、底→底部。

胎  土  欄 胎土欄では混和剤を略記した。
例)石→石英、長→長石、金→金ウンモ、密→精製土。

( )内の数値は混和剤粒子の大きさを示す。

例)石・長 (1～ 3)→「1～ 3 mn大の石英・長石を含む」

焼  成 欄 焼成欄は焼成具合を略記した。
例)◎→良好、○→良、△→不良。
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表4 上坑一覧

表6 SKl出土遺物観察表 土製品

久米才歩行遺跡 3次調査地

表 2 土受三 t//」 趾
~

掘立 方位 規模 (間 )
桁   行 梁   行 床面積

(Hr)
備  考 時  期

実長(m) 柱簡寸法 (� ) 実長(m) 桂聞寸法 (� )

1 東西 3+α X2 677 218・ 192・ 267 298,210 3439+α SKl・ SK21こ
切られる。

7世紀前半

2 南北 2+α ×2 304 140・ 164 359 184・ 175 1091+α 7世紀前半

3 南北 477 232・ 245 304 304 15～16世紀

4 南北 448 213・ 235 304 304 1362 15～16世紀

表 3 溝一

溝
ＳＤ

地   区 断面形
規   模

長さX幅×深さ (m)
理  土 出土遺物 時  鶏 備  考

ユ A2～ A6 レンズ状 1840× 140+α ×030 褐灰色土 土師 15～ 16世紀

2 A4～C4 U字状 892X014× 006 灰色土 不明

3 A4～C4 U字状 956× 012X005 灰色土 不 明

功
∽

地  区 平面形 断面形
規模

長さ×幅X深さ (建 )
盤 土 出上遺物 時  期 備  考

ユ C4・ 5 方形 逆台形状 ■66+α X077+α X015 暗褐色土
+責色土 須恵 7世紀後半 掘立1を切る

2 B4・ 5 不整楕円形 皿状 163X080× 007 暗灰色土 土師・鉄 15～ 16世紀 掘立1を切る

表 5 掘立 出土遺 土

番号 綿 法量 (cm) 形態・施文
調   整 色調絵零;

生
成
胎
焼 備考 図版

外 面 内 面

ユ 杯蓋
径
高
口
残
(131)
30

天丼部からなだらかなカーブを
描き口縁部に至る。口縁端部は
九い。小片。

回転ナデ 回転ナデ
青灰色
青灰色

密

◎ SP ③

2 イ身
径
高
口
残
(116)
25

たちあがりは内傾し、端部は丸
い。受部は比較的太く九い。小
片。

回転ナデ 回転ナデ
色
色
灰
灰

密

◎ SP ④

3 杯身
径
高
口
残

たちあがりは内傾し、端部は尖
る。受部は欠損。小片。

回転ナデ 回転ナデ
青灰色
青灰色

密

◎ SP ⑥

4 杯身
径
高
口
残
(111)
26

たちあがりは低く内傾し、端部
は尖る。受部は水平に短くのび
る。小片。

回転ナデ 回転ナデ
色
色
灰
灰
三日
三月

密

◎ SP ③

5 杯 身
径
高
口
残
(115)
24

たちあがりは短く内傾し、端部
は尖る。受部は上外方に短くの
び、受部端に沈線状の四みあり。
小片。

回転ナデ 回転ナデ
青灰色
青灰色

密

◎ SP ④

6 甕
径
高
口
残

内湾する口縁部。口縁端部は内
傾する。小片。

マメツ マメツ
橙褐色
橙褐色

密

◎ SP(D

番号 器種 法霊 (cm) 形態・施文
調   整 錦樹B 土

成
胎
焼 備考 図版

外  面 内  面

7 甕
径
高
口
残

須恵器奏の口縁部。わずかに内
湾し、日縁端部は上方にややつ

まみ上げる。小片。
回転ナデ 回転ナデ

色
色
灰
灰

密

◎
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表7 掘立 4出土遺物観察表 土製品

番号 器種 法最 (cm) 形態・施文
調 整 色調

1待霞;
生
成
胎
焼 備考 図版

外 面 内 面

土 釜
％
３

径
高
口
残

口縁端部よりやや下がった部分
に断面三角形の凸帯が付く。口
唇部は内傾する。小片。

◎ヨコナデ
⑩ナデ

◎ヨコナデ

⑮ナデ
乳褐色
乳褐色

密

◎ SP(D

表11 ビット出土遺物観察表 土製品

遺 物 観 察 表

表 8 掘立 3出土遺物観察表 土製品

番号 駆 法量 (cm) 形態・施文
調 整 色調

t貧目; 生
成
胎
焼

備考 図版
外 面 内 面

土 釜 残高  93 上金の脚部。接合痕あり。 ナ デ 褐色
石・長 (1～ 3)
◎

SP③

表 9 SDl出土遺物観 土

番号 器種 法量 (cm) 形態・施文
調 整 色調

i待詈|
生
成
胎
焼

備考 図版
外 面 内 面

土 釜
径
高
口
残

内湾する口縁部。口縁端部に下
垂する断面三角形の凸帯が巡
る。胴部外面に媒付着。

◎ヨコナデ
⑩ナデ

◎ヨコナデ
⑩ハケ (10
本 /cm)

茶褐色
茶褐色

石・長 (1～ 3)
◎

煤 7

上 金
径
高
回
残
(172)
40

土金の口縁部。口縁端部に下膨
れの断面三角形状の凸帝が付
く。

◎ヨコナデ
⑩ナデ

Θヨコナデ
⑩ナデ

乳褐色
乳褐色

密

◎
7

土 釜
径
高
口
残

土金の口縁部。口縁端部にほぼ

接して、断面三角形状の凸帯が
巡る。小片。

◎ヨコナデ
⑩ナデ

ナ デ
乳橙色
乳橙色

石・長 (1～ 3)
◎

7

土 釜
径
高
口
残

直立する口縁部。日縁端部より
下がつた位置に断面三角形状の

凸帯が付 く。口唇部はやや凹む。

◎ヨコナデ
⑪ナデ (指
頭痕)

◎ ヨコナデ

⑩ナデ
乳責褐色
乳黄褐色

石・長 (1～ 3)
◎

7

上金 残高 115
三足付き土釜の脚部。粘土接合
痕あり。

ナ デ 褐色
石・長 (1～ 3)
金 ◎ 7

土釜 残高 108 三足付き土金の脚部。細身。 ナデ (指頭
痕)

茶褐色
石・長 (1～ 3)
◎

表10 SK2出土遺物観察表 土製品

番号 器種 法量 (cm) 形態・施文
調 整 色調

i待露!
生
成

胎
焼 備考 図版

外 面 内 面

上 金
径
高
口
残
(194)
■9

土金の口縁部。口縁端部に接し
て断面三角形の凸帝が付 く。小
片。

◎ヨコナデ
⑩ナデ

マメツ
色
色
褐
褐
茶
茶

石・長 (1)
◎

番号 器種 法量 (cn) 形態 '施文
調 整 色調

t貧雲;
生
成

胎
焼 備考 図版

外  面 内  画

皿

径
径
高

口
底
器

やや内湾する口縁部。口縁端部
は九く仕上げる。底部外面に回
転糸切り痕あり。3/4の残存。

ヨコナデ ヨコナ デ
色
色
責
責
乳
乳

密

◎ SP94

皿

口径  99
底径  66
器高  19

内湾する口縁部。底部に凹凸あ
り。底部は回転糸切り離し技法。
4/5の残存。

ヨコナデ ヨコナデ
乳責褐色
乳責褐色

石・長 (1～ 3)
◎

SP94 7

皿

径
径
高

口
底
器

大型の皿。口縁部は内湾し、口
縁端部は九い。底部外面に回転
糸切り痕あり。1/2の残存。

ヨコナデ ヨコナデ
乳黄白色
乳責白色

密

◎ SP%

皿

口径
底径
器高

ほぼ完形品。大型で口縁部は内
湾する。底部は平底で回転糸切
離技法を施す。

マメツ マメツ
乳黄白色
乳黄白色

密

◎ SP94
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久米才歩行遺跡 3次調査地

ビット出土遺物観察表 土製品

番号 器種 法量 (cn) 形態・施文
調 整 色調

t織目|
土
成

胎
焼 備考 図版

外  面 内  面

高郭 残高  58 外面に面取りの痕跡を看取。中
実。

マメツ 赤橙褐色
密

◎ SP18

土 釜
径
高
口
残
(216)
35
内湾する口縁部。口縁端部に接
して断面三角形の凸帯が付 く。

Θヨヨナデ
⑩ナデ

Θヨコナデ
⑩ナデ

色
色
褐
褐
乳
乳

密

◎ SP307

羽 釜
鍔径 (305)
残高  25

瓦質土器。やや上向きの比較的
長い鍔。小片。

ナ デ ナデ
灰褐色
乳責掲色

密

◎ SP225

土 釜 残高  87 土釜の脚部。わずかに媒付着。
接合痕が残る。

ナデ (指頭
痕)

褐色
密

◎
ＳＰ
媒

土 釜 残高 106 土釜の脚部。細身。脚端部は九
セヽ。

ナ デ 掲色
石 長 (1～ 3)
◎

SP332

不蓋
径
高
口
残
(131)
28

断面三角形の鋭い稜をもつ。口
縁部はやや内湾し、端部は内傾
する。小片。

回転ナデ 回転ナデ
色
色
灰
灰
〓目
三日

密

◎ SP4 7

邦
径
高
底
残
(118)
30
高台付杯。高台は大く底体部境
付近に付く。高台接地面は凹む。

回転ナデ 回転ナデ
色灰
色
青
灰

密

◎ SP345 7

〓豆
径
高
口
残
(170
31
外反する口縁部。口縁端部はや
や下方に垂下する。

回転ナデ 回転 ナデ
青灰色
青灰色

密

◎ SP152

碗
高台径 (43)
残高  33

龍泉窯系青磁碗。細身の蓬弁文
あり。薄緑の釉を施し、高台畳
付部分は露呈のまま。

⑩回転ナデ
⑮回転ヘラ
切り

回転ナデ
灰色
灰色

密

◎ SP256 7

一霊 残高  45
重の頭胴部片。顕部にヘラ描き
沈線文を5条 と刺突文を施す。
弥生前期。

ナ デ
◎ミガキ
⑪ナデ

赤橙褐色
赤橙褐色

密

◎ SP168

表12 包 地点不明出土遺物観察表 土製品

番号 器笹 法量 形態・施文
調 整 色調給唇;

生
成

胎
焼 備考 図版

外 面 内 面

悟 鉢
径
高
口
残
(230)
44

備前焼。口縁部は上下方に拡張
し、端面はやや凹む。口唇部は
九く仕上げる。

回転ナデ 回転ナデ
灰色
灰橙色

密

◎ Ⅲ層

悟鉢
径
高
口
残
(270)
52
備前焼。口縁部は上下方に拡張。
口縁端部はわずかに内傾する。

回転ナデ 回転ナデ
灰色
赤褐色

密

◎ Ⅲ層 7

信鉢
径
高
口
残
(314)
49
備前焼。日縁部は上下方に拡張。
端面に凹凸あり。

回転ナデ 回転ナデ
灰色
赤橙色

密

◎ Ш層

悟鉢
口径 (285)
残高  52

備前焼。口縁部は上下方に拡張。
櫛描きの平行条線5本あり。

回転ナデ 回転 ナ デ
青灰色
暗灰色

密

◎ Ⅲ層 7

郭 身 残高  21 たちあがりは欠損。受部は短く
水平に付 く。小片。

マメツ 回転ナデ
乳白色
乳黄白色

密

○
点
明
地
不

高 イ 残高  61 外反する脚部。3方向の透かし
あり。

回転ナデ 回転 ナ デ
青灰色
青灰色

密

◎
点

明

地

不

士室
径
高
口
残
(133)
43

短顎重。口縁部は直立し、端部
は尖り気味に九い。胴部に回転
カキメ調整を施す。

回転ナデ 回転ナデ
青灰色
灰色

密

◎
点

明

地

不
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第 3 圭早 久米才歩行遺跡 4次調査地

1.調査の経緯
(1)調査に至る経緯 (第23図 )
平成10年 4月 27日 、川田和代氏より、松山市南久米町485-1・ 3・ 4の住宅建設にあたり、埋蔵

文化財の確認願いが松山市教育委員会文化教育課 (以下、文化教育課と呼称する)に提出された。

当該地は松山市の指定する埋蔵文化財包蔵地の F126 久米高畑遺物包含地』内にある。さらに、

久米才歩行遺跡として過去に 3次の本格調査が実施されている地域内にあたる。このうち、平成 8年

度に実施された久米オ歩行遺跡 3次調査地は本調査地の西20mの地点になる。

よって、文化教育課は申請地における埋蔵文化財の有無と、遺跡の範囲やその性格を確認するため

に平成10年 5月 に試掘調査を実施 した。調査の結果、当該地に遺跡が存在していることが明らかとな

った。この結果を受け、申請者、文化教育課、財団法人松山市生涯学習振興財団埋蔵文化財センター

(以下、埋文センターと呼称する)の三者は、確認された遺跡の取 り扱いについて協議を行つた。住

宅建設に伴って消失する遺跡に対 して、記録保存のための本格調査を実施することとなった。埋文セ

ンターは申請者の協力のもと、平成10年 10月 ～11月 の間に発掘調査を実施した。調査は、申請地を含

めた周辺地域における集落構造の解明を主目的としたものである。

(2)調査組織

調 査 地 松山市南久米町485-1・ 3

遺 跡 名 久米オ歩行遺跡 4次調査地

調査期間 屋外調査 平成10年 10月 1

屋内調査 平成10年 12月 1

。4

日～同年 11月 30日

日～同年 12月 31日

調査面積 1,095♂

調査委託 川田和代

調査担当 高尾和長、加島次郎

固咽
―
―
１
２
１
１
１
１
１
１
，
地

第23図 調査地位置図
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久米才歩行遺跡 4次調査地

2.層 位 (第2咽、図版8)
久米才歩行遺跡 4次調査地は、現在の堀越川下流域の右岸に位置し、標高32～ 33mを 測る。調査前

は畑であった。

層位は、第 I層が灰白色土 (N7/0)で、現代の耕作土である。調査区の全域に分布 し、南東部で

は厚 く堆積 し、層厚70cmを測る。第Ⅱ層がにぶい橙色土 (5YR7/4)で、床土である。調査区の全
域に分布する。層厚 5～ 10cmを測る。第Ⅲ層は三層に分けられる。①層が灰白色土 (10Y R7/1)で 、

調査区北半部に分布し、層厚 5～ 20cmを測る。②層がオリーブ黄色土 (5Y6/3)で 、調査区南西半

部に分布する。層厚 5 cmを測り、ほぼ水平に堆積する。第Ⅳ層は二層に分けられる。①層が黄色粘質

土 (2.5Y8/8)で 調査区北東部に局部的に分布する。②層が灰色土 (N6/0)で、調査区南西部に分

布し、層厚 5 cmを測る。第V層は灰白色土 (N7/0)である。層厚 8 cmを測り、ほぼ水平に堆積する。

本層以下、Ⅷ層までは調査区北半部のみ分布する。第Ⅵ層は明褐灰色土 (5YR7/2)で 、層厚 5～
10cmを 測る。第Ⅶ層は灰白色土 (2.5Y7/1)である。層厚35～ 70cmを 測る。黄色土 (2.5Y R7/2)ブ

ロックが互層となって堆積していることから、二次堆積層と考えられる。第1411層 は二層に分けられる。

①層が灰白色土 (2.5Y7/1)、 ②層が灰白色土 (2.5Y7/1)で①層と比べて粒が細かく、硬い質感であ

る。いずれも調査区北東部にのみ分布する。第Ⅸ層は黄色土 (2.5Y8/6)である。調査区の全域でみ

られ、 3～ 5 cm大の川原礫を多量に含み、ガチガチした質感である。本層上面が遺構検出面になる。

調査地は既に近現代の土地開発を受け (第 I～Ⅶ層)、 大きく改変されている。これらの土層から

出土した遺物の多くが、器面の磨滅した小破片である。第Ⅷ層は最も多くの遺物が出上した遺物包含

層であり、遺物は6～ 8世紀代である。第Ⅸ層は20cm程深掘りを行ったが遺物は出土しなかった。

なお、土色は農林水産省農林水産技術会議事務局監修の新版標準土色帖 (1989)を 準拠した。調査

にあたり、真北方向を軸として調査地に5m方眼区画を設定した。方眼区画は北から南へ向かって
A・ B・ C…、東から西へ向かって 1・ 2。 3…。とし、呼称はこれらを組み合わせることとした。調

査の進行上、便宜的に調査区を2つ に区分し、北半部を I区、南半部をⅡ区とした (第24図 )。

①

第24図 調査地区割図
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H3300m
灰白色土 (表土)(N7/0)

第‖層 1にぶい橙色土 (床土)(5YR7/4)
第Ⅲ―①層 :灰白色土 (10YR7/1)
一②層 :オ リーブ黄色土 (5Y6/3)
第Ⅳ一①層 :責色粘質土 (2.5Y3/8)
一②層 :灰色土 (N6/0)
第V層 :灰白色土 (N7/0)
第Ⅵ層 :明掲灰色土 (5YR7/2)
第ⅥI暦 :灰白色土 (25Y7/1)と 黄色土 (2 5YR7/2)が互層
第Ⅶ一①層 :灰白色土 (25Y7/1)
一②層 :灰白色土 (25Y7/1)(①層より細粒)
第IX層 !黄色土 (25Y8/6)

H3200m

(S=1 :50)

第25図 調査区北壁 。東壁土層図
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遺 構 と 遺 物

3.遺構と遺物
本調査では、弥生時代、古墳時代～古代、中世の遺構と遺物を確認した。時代別の遺構の種類と基

数は次のとおりである (第26図 )。

弥生時代     自然流路    (S R201)   1

古墳時代～古代  性格不明遺構  (S X 101～ 104) 4

自然流路    (S R 101)   1
中世       掘立柱建物址  (掘立 1)    1

井戸     (S E 101)   1

溝       (S D 101・ 102) 2

柵列     (S A101)   1
土坑     (S K102・ 103) 2

柱穴     (SPl～ 32) 32

出土遺物は、遺構と包含層に大別できる。

遺構出土遺物は縄文時代晩期、弥生時代前期 。中期、古墳時代後期、古代、中世に帰属するものが

あり、弥生時代前期と古墳時代後期～古代の遺物が多い。これらの多くはS R201か らの出上である。

他の遺構からの出土遺物は少なかったことから、遺構の帰属時期については、遺構坦土と配置から判

断した。

包含層出土遺物は第Ⅷ層が多く、古墳時代後期～古代が主体を占める。

(1)弥生時代
S R201(第26・ 27図、図版 9)

Ⅱ区に位置し、流路の東・西 。南は調査区外に続く。調査の工程上、D4～ 6区 とE6区 を調査し
た。規模は、検出長14m、 幅 5m、 深さ0,8～ 1.3mである。埋土は4層 に分層され、上から埋土①～

④とした。埋土①は黒褐色土 (2.5Y3/2)で ある。層厚30～40cmを測る。本層は硬くしまっており、

鉄分の砕ブロックを含む。上部に比して下部は黒色が強い傾向にある。遺物は弥生前期土器 。中期土

器、石製品、土師器、須恵器、磁器、陶器が出土した。遺物の量が最も多く、種類も豊富で多時期に

わたる。埋土②は黒色土 (5Y2/1)で ある。層厚10～30cmを 測る。本層は非常に硬くしまっている。

遺物は弥生前期土器と石製品が出土した。埋土③は灰色砂 (7.5Y6/1)で ある。層厚10～20cmを 測る。

本層は粒の揃つた砂で構成されており礫は含まない。遺物は縄文晩期土器、弥生前期土器、石製品が

出土した。埋土④は灰オリーブ色砂礫土 (5Y5/3)である。層厚30～ 40cmを測る。本層は 1～ 3 cm

大の円礫を多量に含み、ガサガサした質感をもつ。上にしまりはなく、湧水が著しく認められた。遺

物は弥生前期土器と石製品がわずかに出土した。遺構の床面が相対的に南へ向かって落ち込んでいる

ことから、流路の右岸の一部を検出したと考えられる。出土遺物は、埋土④→①の順で記述すること

とする。

-39-



○ ―

多≦:1

久米才歩行遺跡 4次調査地

第26図 遺構配置図
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H3200m
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H31 50m b,

SR201姪陛上

①黒褐色土 (25Y3/2)
②黒色土 (5Y2/1)
③灰色砂 (75Y6/1)
④灰オリーブ色砂礫土 (5Y5/3)

0                        5m

(S=1 :loo)

／ｒ

Щ

|

第27図 S R 201測量図・ S R201埋土④出土遺物実測図(1)

(S=1:4)

-41-



久米才歩行遺跡 4次調査地

0                  5 cm

(S=2:3)

第23図  S R 201埋土④出土遺物実測図(2)

出土遺物 (1～ 237)(第27～ 44図、図版12～ 18)

埋土④出土遺物 (1～ 7)(第 27・ 28図、図版12) 土器には甕と壺、石器には石鎌・スクレイ
パー・景↓片がある。

1～ 3は甕である。いずれも口縁部が折り曲げられて形成される。 1は復元口径17.5cmを 測る中型

品である。胴上半部は張りが弱く、タト傾気味に立ち上がる。 2は口縁部片、 3は口縁～胴上半部片で

ある。 4は壷で、中型壷の底部片である。薄い平底で、復元底径9.8cmを 測る。 5は石鎌である。緑

色片岩製。打裂を終え、研磨に移行した未成品になる。刃部はわずかに内湾し、背部は外湾する。研

磨は局部的にみられ、a面の基部付近と背部中央部に施されるにとどまる。6はスクレイパーである。

サヌカイト製。右側部は自然面 (風化した礫面)で覆われる。 7は剖片である。緑色片岩製。両面が

粗割時の予J離面で構成される。大陸系磨製石器の製作段階 (粗割段階)で生じたものと考えられる。

埋土③出土遺物 (8～60)(第 29～ 32図、図版12・ 13)土器には甕・重・高杯・蓋があり、わず
かに縄文土器が出上している。

8～ 18は奏である。8と 9は口径が20cm前後に復元される中型品で、施文は胴上半部に施され、多

条の沈線文をもつ。11～ 18は底部である。平底ないしわずかに上がる底部で、底径が 5～ 8 cmの もの

で占められる。19～44は壺である。19と 20は短い口頸部をもち、20はヘラ描き沈線文を3条施す。21

と22は筒状のやや長い頭部で、いずれも多条の沈線文を施す。22は 9条以上の沈線文の下位に、 2段

の刺突文が施される。23～ 25は胴中位辺りが最大径となり、かつ幅広く施文されるものである。23は

大型品、25は断面「M」 字状の凸帯が施される。26イよ中型品で、肩部が張る胴部である。27～ 44は底

部である。27と 281ま大型品、29～ 37・ 39は 中型品、38・ 40～ 441よ小型品になる。平底とわずかな上げ

底のものがあり、底部の厚さは大・中型品が厚く、小型品には薄い傾向がみられる。44にみられる顕

著な上げ底は 1点に限られる。45は高杯である。短い脚部をもち、裾部が広がる。46は蓋で、裾部が

短く外反する。内面調整はヨコ刷毛後丁寧なナデによる。47～ 50は、いわゆる「コシキ」用の土器で

ある。47と 48は甕の底部を焼成後に穿孔したもので、47は両面から穿孔している。49と 50は重の底部

で、焼成後に穿孔が施され、49は外面から片面穿孔する。

51～ 54は縄文土器である。51は深鉢で、口縁部は外へ向かって大きく外反するものと考えられる。

外面にはヘラ描きによる斜格子状の沈線文が施される。52は深鉢で、口縁部は緩やかに外反し、端部

は面取り後に刻みが全面に施される。調整は、外面がヨコ方向の条痕、内面が丁寧なナデになる。胎

土には長石と石英の他に、金雲母が多く含まれる。53は鉢で、復元口径が10,8cmの小型品である。胴

部上半で屈曲し、わずかに内傾しながら立ち上がる。口縁部は波状を呈するものと考えられる。外面

ｎ

川
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第29図 S R201埋土③出土遺物実測図(1)
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第31図 S R201埋土③出土遺物実測図(3)

の調整は、屈曲部から上はヨコナデ、下はヨコ方向の条痕である。内面はナデ仕上げになる。外面に

は斜格子状の細沈線文が施される。54は浅鉢である。口縁端部にはリボン状突起が付され、さらに口

縁端部には全面に刻みが施される。

55～ 60は石器である。石器には鎌・石庖丁 。斧・刃器のほかに未成品がある。55は石鎌で、緑色片

岩製。先端部と基部を欠き、全体の 1/3程度の遺存である。完成品。刃部はほぼ直線状を呈する。

研磨はほぼ全面に施されており、とりわけ a面では丁寧になる。そのため同面における刃部の鏑は明

確である。刃部は扁両刃で、研磨は背部にまで及んでおり、面が形成されている。56は石庖丁で、緑

色片岩製。左半部を欠く。平面形は弧背弧刃形 (あ るいは杏仁形、紡錘形)を呈する。背部弧度が刃

部弧度より弱い。刃部は扁両刃である。器面は a面の背部付近が研磨によって研ぎ落とされており、

稜線をもつ。57は伐採斧。刃部と基端の一部を欠く。平面形は基部幅が狭 く、刃部に向かって幅が広

い長台形状を呈し、横断面は扁楕円形をなす。製作段階の打裂痕・敲打痕が粗 く残り、器面の研磨が

充分になされていない。58はスクレイパーの完存品。 a面は自然面で覆われる。両側部は切断面であ

る。刃部の作 り出しは粗く、細部調整は入念ではない。59と 60は石庖丁未成品で、緑色片岩製。59は

左半部を大きく欠く。 a面は粗割時の剥離面で構成され、 b面は自然面が広 く残置する。右側部には

研磨が施されることから、長方形を指向していることがうかがえる。601ま完存品か。 a面には自然面

が残置し、 b面は粗割時の最J離面で構成される。最大厚 0。 48cmを測る。なお、 a面には細かな敲打痕

が認められるが、器面の凹凸を減ずるためか、穿孔に伴うものかは判然としない。

埋土②出土遺物 (61～ 122)(第 33～ 37図、図版14・ 15) 土器と石器が出土 している。土器には

甕・壼・鉢・高杯等がある。

61～ 76は甕で、口縁部の成形手法が折 り曲げによるもの (61)と 、粘土紐の貼 り付けによるもの

(62～ 64)と がある。いずれも口径が20～ 30cmに おさまる中型品になる。口縁端面には刻目を施す。

胴部上半には沈線文を6～ 11条施 し、さらに刺突文を施す。61は胴部上半にやや張りをもち、口縁部

は強く折 り曲げられ、逆 L字状に近い形態をもつ。多条の沈線文の下位には刺突文が 1段施される。

62～ 64は胴部上半が直立し、粘土紐が口縁部に接して貼 り付けられるものである。63～ 65は多条の沈

線文帯の間に刺突文が施される。66イま口縁端部を欠く。口縁部直下には沈線文 4条 を施す。68～ 76は

底部である。平底とわずかに上がる底部が多い。底径が 8 cmを超えるものは厚い平底、底径が 5～ 7

cmの ものは薄い平底もしくは上げ底になる傾向がある。76は上げ底で、やや新しい形態を呈している。

77～ 108は壷である。771ま 短 く外反する口縁部をもつもので、口縁部内面には凸帯 1条 をもつ。復

元口径値は25cmを 測る。78～ 81は筒状の長い口顕部をもつものである。81は 口顎部が長く、外傾度が

遺 構 と 遺 物
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第33図  S R 201埋土②出土遺物実測図(1)
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第35図 S R201埋土②出土遺物実測図(3)

強 くなる。口縁部内面には凸帯を2条 もち、刻目を施す。84は筒状の長い口顎部をもち、85と 861ま胴

部上半に加飾が施される。87は胴部中位付近に最大径をもつもので、凸帯を2条 もち、上位の凸帯に

は指頭押圧後上下 2段に刺突文を施す。なお、凸帯は沈線を施した後に貼 り付けている。88～ 108は

底部で、底径が大きいものには厚い平底が多く、小さいものには平底で厚いものと薄いものとがある。

109は鉢である。口縁部に接 して粘土紐が貼 り付けられ、大型品になる。胎土は混和剤が少なく、

精製され、淡乳褐色を呈する。

110は高杯で、脚部は低 く、中実の台形状を呈す。イ部と脚部の境界には三角形凸帯を施す。

111～ 113は、いわゆる「コシキ」用の土器である。111は壼の底部、■2と ■31よ甕の底部を転用 し

ている。焼成後に穿孔がなされ、■2と ■3は外側からの片面穿孔になる。

114～ 116は ミニチュア品で、114と ■61ま甕、■51ま壷のミニチュアである。■4はわずかな上げ底で、

115は器壁が厚 く、立ち上がりをもつ。116は くびれの上げ底で、底部の内外面には煤が付着する。

117～ 122は石器である。石器には鎌・斧・砥石 。景J片がある。

117と 118は石鎌で、緑色片岩製。いずれも未成品。117は打裂段階の資料で、 a面には自然面、 b

面には粗割時の剥離面が広 く残置し、先端部の端面には自然面が残る。打裂時の調整剖離は背・刃部

に施される。背部にはさらに敲打が局部的に施され、面取 りが意識されている。刃部はやや内湾する

と考えられる。■8はやや長い礫を素材とした打裂段階途中の資料である。粗割段階を経ず、獲得 し

た原材に直接打裂を行つている。 b面の下端に打裂時の調整黒J離が施される。調整剥離は基部から先

端へ向かって施される。■9は伐採斧。ほぼ完存品。基部幅が刃部幅よりもやや狭い。基部は不整形

で、刃部は円刃である。横断面形は、基部側では楕円形に近く、他では身膨れした長方形に近い形態

となる。両側部には敲打痕が残る。器面の研磨は上半 (基部側)に比べ下半 (刃部側)が入念になさ
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第36図 S R201埋土②出土遺物実測図(4)

れ、特に刃部付近は丁寧である。石の節理面は側面でみられ、縦方向になる。1201ま砥石で、礫を素

材とし、上面を機能面として使用する。使用痕は上面右半部が幅広 く、左半部は幅狭い。法量と形態

から手持ち砥 として扱われていた可能性がある。121はサヌカイト製の予J片で、左上端部は新 しい欠

損である。右側部には自然面が広 く残置する。最大厚0.61cmを 測る。122は器種を特定出来ない石器

である。緑色片岩製。 a面が自然面で覆われる。
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第37図 S R201埋 土②出土遺物実測図(5)
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埋土①出土遺物 (123～ 237)(第38～ 44図、図版16～ 18)本 層からは、弥生時代前期・中期、古

墳時代後期、古代、中世の各期の遺物が出土した。

123～ 177は弥生時代前期の遺物である。土器には奏・壺・鉢がある。

123～ 140は甕で、口縁部の成形手法が折 り曲げによるもの (123～ 125)と 、粘土紐の貼 り付けによ

るもの (126～ 130)と がある。日径が20cm前後の中型品になる。口縁端面には刻目はみられない。胴

部上半には沈線文を4～ 13条施 し、さらに刺突文を施すものもある。123は胴部上半にやや張りをも

ち、口縁部は短く折り曲げる。 7条の沈線文帯と6条の沈線文帯の下位には、それぞれ刺突文が 1列

施される。126～ 130は粘土紐が口縁部に接して貼 り付けられるもので、胴部上半は直線的に立ち上が

る。126は胴部上半に沈線文 7条以上、127と 128は沈線文 4条 を施す。129イよ沈線文 5条の下位に刺突

文を施す。130は多条の沈線文の下位に竹管文を 1組施す。131～ 134は胴部片で、多条の沈線文と刺

突文を施すものがある。135～ 140は底部で、平底が多い。135は底径が 8 cmを 超え、厚い平底を呈す

る。138は わずかな上げ底で、立ち上がりをもつ。

141～ 156は壷である。141と 142は短 くタト反する口縁部をもつものである。1411よ 口径が30cmを超え

る大型品で、日縁内面には凸帯 1条 をもち、凸帯上には刻み目をもつ。143は短い口顎部をもつ。144

～150は 口縁部片である。144は口頸部が長く直立気味に外傾 し、口縁端部が短く外反する。145～ 148

は口径が12～ 17cmを 測る中・小型品になる。148は 口顎部が太 く、やや長い。149と 150は 口縁内面に

凸帯 1条をもち、149は 口縁端面に羽状文を施す。151と 1521よ筒状の長い口頸部をもつもので、頸部

下半には沈線文を施す。1521よ沈線文の下位に凸帯があり、凸帯上には指頭押圧後に刺突文を上下 2

段に施す。153～ 156は胴部の中位が最大径となるものである。153は貝殻腹縁による施文をもつ。沈

線文 3条は 2段に施し、沈線文帯の上位には山形文、下位には斜位の直線文と弧文が組み合う。154

は頸部下半に凸帯をもち、凸帯上には刻み目をもつ。155は凸帯 2条をもち、凸帯の上位には多条の

沈線文が施される。凸帯の下位はヨコ方向のヘラミガキ調整になる。

157と 158は鉢である。157は 口縁部がゆるやかに外反し、日径は17.2cmに復元される。158は 口縁部

が貼 り付けによる成形技法をとり、口縁部に接して断面方形の凸帯を貼 り付ける。

159～ 177は壺の底部である。159～ 162は立ち上が りをもつ平底で、1591よ 大型品、160と 161は 中型

品、162は小型品になるであろう。163～ 168に は立ち上がりをもつ平底と、わずかな上げ底がみられ

る。167は底部と胴部の境界が強くヨコナデされたため括れる。169～ 177に 1よ低い立ち上がりの平底、

わずかな上げ底、顕著な上げ底のものがある。

178～ 194は弥生時代中期の遺物で、土器には甕・壺・高杯がある。

178～ 185は甕である。178～ 181は口縁部で、折 り曲げにより成形する。口縁端部には刻み目は施さ

れない。顎部には凸帯が 1条施され、押圧がみられる。182は胴部が長胴化の傾向を示し、器壁は薄

く、底部は上げ底になる。183は厚手のやや上がる底部である。184と 185は薄手の上げ底である。186

～192は壼である。186は 口縁部が短 く外反し、端部はやや下方に突出する。筒状の頸部には多条の沈

線文が施される。187は 口頸部が長 く、外傾度が強い。日径が26cmに復元される中型品である。口縁

端部は凹線状の強いナデが施され、やや垂下する。口縁内面に削 り出し状の凸帯を3条施す。188と

189は 口径が20cm前後の中型品、190は口径14.4cmの小型品である。口縁端部は上下に拡張され、 3～

4条の凹線文状の施文がみられる。191と 192は頸部に凸帯を施すものである。
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第41図  S R 201埋土①出土遺物実測図(4)
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0                        5cm

(S=2:3)

第42図  S R201埋土①出土遺物実測図(5)

193と 194は高杯である。193は杯部で、体部が直線的に外側に開いて立ち上が り、口縁部は内傾 し

短 く立ち上がる。日縁端部からやや下がつた外面には、沈線文が 1条施される。内外面ともに丁寧な

ナデ調整による。口縁部に接 して受け部が水平にのびる。194は脚部片で、裾部はあまり開かない。

裾部付近には 5条の凹線文が施され、その後、細沈線文が鋸歯状に巡る。裾端部は強いナデによりや

や凹む。内面は磨滅が著しい。

195～202は石器である。石器には石庖丁・敲石・台石がある。

195～ 197は石庖丁の完成品で、多 くは緑色片岩製である。195は右半部を欠き、弧背弧刃形を呈す

る。刃部は扁両刃である。器面は a面の背部付近が研磨によって研 ぎ落とされており、稜線をもつ。

196は左端部と右半部を欠く。弧背直刃形 (直線刃半月形)を呈する。刃部は扁両刃である。他の石

庖丁の石材と比べ、銀色の雲母が含まれているためか、器面の遺存が不良であり、研磨痕の観察は困

難である。ただし、 a面の刃部には飼が不明瞭ながら認められる。197は左右を大きく欠 く破損品で

ある。198～ 200は石庖丁の未成品で、緑色片岩製である。198と 199イよ打裂段階の資料で、198は打裂

が進行し、直線状の刃部を作 り出す。打裂は比較的大きな予J離 となり、両面に粗割時の剰離面が広 く

残置し、粗割工程によって得られた素材が板状剤片であったことがうかがえる。1991よ右側部と下端

に打裂が施されたものである。 a面には自然面が広く残置し、 b面には粗割時の剖離面が残る。200

は大きく久けた破損品である。分割された円礫を素材とする。粗割段階で破損し、廃棄されたもので

あろうか。201は敲石である。緑色片岩製。扁平な礫の上端と下端を機能面とする。202は台石である。

完存品。厚さ2 cmを測る板石である。使用痕は肉眼観察では顕著に認められない。

これらの石器は、土器の出土量から弥生時代前期末に帰属する可能性が高い。
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弥生時代遺物以外には、縄文土器と、古墳時代～中世までの上器が少量ある。

縄文土器 (203)203は深鉢で、胴上半部に施文をもつ。

古墳時代土師器 (204～208)土 師器には甕・高杯・甑の把手がある。

古墳時代後期の須恵器 (209～ 218)須 恵器には郭蓋・杯身 。高杯・器台等がある。209は郭蓋で、
天丼部と口縁部を分ける稜は鈍い。口縁部は垂下し、端部は内傾する。口径12.4cmを 測る。210と 211

は杯身である。いずれも底部と口縁部の立ち上がりを欠 く。受け部はほぼ水平に短 くのびる。212と

213は有蓋高郭である。212は蓋で、つまみ部は天丼がわずかに凹む。外面の稜は鈍 く、口縁端部は段

雨
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0                                 1 5cm

第43図 S R201埋土①出土遺物実測図(6)
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遺 構 と 遺 物

をなす。天丼部外面はヘラ削りが施され、その範囲は天丼部の 2/3を こえる。213は脚部である。透

孔は長方形を呈し、 3方向につく。214と 215は 器台である。2141よ杯部で、低い突帯を付 し、 9条 1

単位の櫛描波状文が 2段施される。209～ 215は 5世紀末～ 6世紀初頭。216イまlTh身で、口縁部の立ち

上が りを一部欠く。受け部はやや上方に短 くのびる。217は無蓋長脚高杯の杯部である。低い突帯を

2条付 し、突帯間には刺突列点文が施される。218は 長脚高杯の脚部である。透孔は長方形で 2段 2

方向につく。216～ 218は 6世紀。

古代の遺物 (219～ 235)須 恵器、陶器、磁器がある。
219は杯蓋で、天丼部には宝珠様のつまみ部をもつ。220～225は郭身である。220～ 223は 口径 9～

13cmを 測 り、立ち上がりは内傾 し、端部がつまみ上げられる。224は郭部が深 く、受け部はやや上方

に短 くのびる。225は底端部のやや内側に、高台が「ハ」の字形に付 く。226は長顎壺で、頸部が上方

に開く。227は瓶で、肩が張り、屈曲部から上の外面は回転ナデ、下は回転ヘラ削 りになる。228は直

口壺で、回縁部が短く直立し、肩は張 り、把手が 4方向に付 く。229と 230は広回壷である。229は 口

縁部は大きく外反し、端部は下方に拡張する。他の須恵器と色調が異なり、赤褐色を呈する。230は

口径 8。4cmで 、小型品になる。頸部は外傾気味に立ち上がり、口縁外面がわずかに肥厚する。231は高

杯で、脚裾部片である。裾部が大きく外に開き、裾端部は下方にわずかに突出する。232と 233は甕で

ある。232は 口縁部は長 く、やや内湾気味に直立する。太い沈線文を2条付 し、沈線文間には櫛状工

具による斜位の直線文が施される。233は頸～胴部片である。胴部内面は同心円文の叩きの後、軽い

ナデが施される。

234と 235は碗である。234は緑釉陶器で、タト底部に接 してやや「ハ」の字形に開く高台を貼付する。

235は 白磁で、外底部に接 して、直立する高台はケズリ出される。

中世の遺物 (236・ 237) いずれも備前焼きのすり鉢で、厚みのある平底をもつ。このほかに土師

質の三足付羽釜の脚部片が出上している。

時期 :出土遺物から、埋土④～②は弥生時代前期末に堆積した土層であり、埋土①は中世までに堆

積 した土層である。

(2)古墳時代
S X101(第 26・ 45図 )

I区北端中央部のA2・ 3区に位置する。遺構の北半部は調査区外へ続 く。平面形態は不整形を呈

している。規模は東西3.4m、 南北1.6m、 深さは検出面から40～ 50cmを測る。横断面形態は逆台形状

を呈 している。埋土は 2層 に分層できた。上層はオリーブ黒色土 (5Y3/1)で硬 くしまっている。
下層はオリーブ黒色土に責色土 (2.5Y8/6)の ブロックを多量に含む。掘 り方は東側はしつかりとし

ているものの、西はなだらかで不明瞭となる。遺物は各層から弥生土器、土師器、須恵器が出土して

いる。なお、いずれも破片であり、弥生土器と土師器の器面は磨減が著しい。須恵器には、杯身・杯

蓋・高杯 。長頸重・甕がある。

出土遺物 (238～ 249)(第46図、図版18)

238～ 240は 弥生土器である。238と 239は 重で、238は頸部下端に断面が台形状の凸帯を貼付する。

239は厚手の平底になる。240は鉢で、やや厚手の上げ底をもつ。
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SX102

SX101 ①オリーブ黒色土 (5Y3/1)
②オリーブ黒色土十黄色土 (25Y8/6)

SX102 黒色」二(N2/0)
SX103 黒色土 (N2/0)
SX104 黒色土 (5Y2/1)

H3320m

H.3320m

第45図  S X101～ 104測量図

-61-

（
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
‐
ω
．



久米才歩行遺跡 4次調査地

241～249は須恵器である。241は杯蓋の口縁部片で、口縁部は垂下し、端部はやや内傾する。242～

244は杯身の口縁部片で、立ち上がりはやや内傾 し、受部がほぼ水平に短くのびるもの (242・ 243)

と、上方へのびるもの (244)と がある。245と 246は高郭である。245は短脚で、脚柱部はゆるやかに

外反して開く。脚端は上方に突出する。247と 248は長頸壼である。247は胴部最大径の位置に凹線が

1条巡る。248は胴部はやや肩の張る球形を呈す。肩部には凹線 2条を施し、凹線間には刺突斜線文

がみられる。249は奏の口縁部片である。

時期 :遺物から6世紀末とする。

S X102(第 26・ 45図 )

I区北東部のB2区 に位置する。S R101と 一部重複するが、切り合い関係は判然としなかった。平
面形態は不整形を呈し、明確ではない。規模は東西1.7m、 南北1.8m、 深さは 5～ 9 cmを測る。坦土は

黒色土 (N2/0)の単一層である。遺物は土師器と須恵器とが出土したが、図化できるものはない。
時期 :時期を特定する有効な遺物はない。遺構の配置と坦土からS X 101に 近い時期を想定し、 6

世紀末とする。

S X103(第 26・ 45図 )

I区北部のA・ B2区 に位置する。平面形態は不整形を呈する。規模は東西2.4m、 南北2.7m、

さ15cmを 測る。横断面形態は浅いU宇形を呈する。埋土は黒色土 (N2/0)の単一層であつた。
物はわずかに弥生土器、土師器、須恵器の砕片が出土したにとどまる。図化できるものはない。

時期 :時期を特定する有効な遺物はない。遺構の配置と埋土からS X 101に 近い時期を想定し、

世紀末とする。

S X104(第 26・ 45図 )

I区北壁中央部のA2・ 3区に位置する。円形の東半部は後世の削平のため遺存していない。遺構

の北半部が調査区外に続 くことから正確な規模は測定できない。 S X104は S X101を 切つて覆ってい

る。平面形態は円形を呈するものと考えられる。規模は推定直径3.4mと 考えられ、深さは15～ 20cm

を測る。埋土は黒色土 (5Y2/1)の 単一層で、硬 くしまっている。遺物は弥生土器、土師器、須
恵器の破片が出土した。土師器は器面の磨減が著しい。

出土遺物 (250～ 252)(第46図 )

250は弥生土器である。小型壼の胴上半部片で、沈線文 3条を施す。

251と 252は須恵器である。251は杯蓋で、口径13.4cmに復元される。口縁部は丸みをもちながら垂

下し、口端部を九 くおさめる。252は壺で、肩が張る器形になる。外面にはわずかに自然釉がみられる。

時期 :出土遺物は少なく、小片であることから、時期を特定する有効な遺物とはいえない。 I区北

壁では S X 104は S X101を 切ることが観察されることから、 S X101に後続するものである。ただし、

坦土が類似することから、 S X101と大差ない時期と想定し、 6世紀末とする。

S R101(第 26。 47図 )

I区東端のA～ Cl・ 2区に位置する。流路の北端は調査区外へ続き、南端は段丘の落ちにあたる

深

遺
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第46図  S X101。 104出土遺物実測図

ため、途切れている。規模は検出長11,8m、 幅3.4～ 3.8m、 深さ20cmを測る。横断面形態は浅いU字

形を呈する。埋土は2層 に分層できた。埋土①は黒色土 (N2/0)で粘性があり、硬くしまってい

る。坦土②は浅責色シルト質土 (5Y3/1)で 、黄色土 (2.5Y8/6)のブロックを多量に含む。
遺物は土師器と須恵器が出上したが、その多くは磨減の著しい小片である。この他、流路の底から多

量の川原礫が出上した。川原礫の大きさは拳大である。
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H3350m a'

C――――――― B21Bl

(S=1160)

①黒色土 (N2/0)
②浅責色シルト質土 (5Y3/1) +黄色土 (25Y8/6)ブロック

出土遺物 (258～ 257)(第48図 )

253は土師器の甕で、口縁部は内湾して立ち上が

り、口縁端部は面取 りする。254～ 257は須恵器で

ある。254は杯蓋で、天丼部と口縁部とを分ける稜

は消出する。内外面ともに回転ナデ調整を施す。

255は速の口縁～頸部片で、日縁部が大きく外反す

る。256と 257は甕の口縁部片である。2571よ 口縁部

が外傾 し、端部が強く外反する。口縁端部は上下

に拡張している。

時期 :出土遺物から、 6世紀末～古代に埋没し

たものとする。

0                        4m

(S=1:80)

引
難
胡
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遺 構 と 遺 物

っ氏全                                   254

56

0                                  1 5cm

|

(S=1:3)

第48図  S R101出土遺物実測図

(3)中  世

掘立 1(第 26・ 49図 )

I区中央部のBoC2・ 3区に位置する。梁間2間、桁行 3間の南北に細長い建物で、SP9'

15。 17～ 20・ 27～ 29の 9基を柱穴として構成する。規模は、梁間の全長が3.5～3.9m、 桁行6.lmを 測

る。柱穴の平面形態は円形、深さは5～42cmを測る。S P27～ 29は後世に削平され極端に浅く、SP

9。 29間の柱穴は削平により消出する。柱穴の埋土は褐灰色土 (10Y R 5/1)を 基調とし、極暗赤

褐色土 (2.5YR2/4)の 粒が混じる。柱痕は検出されなかった。建物の南東部に位置する柱穴 (S

P19。 20)か らは柱を支えるための基底石 (根石)が検出された。遺物は、S P19か らは土師器の三

足付き羽釜と須恵器の破片、S P20からは須恵器片が出土した。

出土遺物 (第49図 )

258は S P20か ら出土した須恵器の壺である。球形を呈し、外面には回転カキメ調整を施す。

時期 :出土遺物は、古い時代のものが柱穴の埋没時に流入したと判断される。柱穴の埋土と配置か

ら中世とする。

S E101(第 26・ 50図 )

I区西半部のB3区に位置する。平面形態は円形を呈する。規模は直径1.8mを 測る。検出面から

深さ90cm掘 り下げたところ、著しい湧水が認められた。壁面の崩れる可能性が生じたため、以下の掘

り下げは実施しなかった。断面形態は二段掘り状を呈し、検出面から20cmま では逆台形、ここから下

部は垂直に掘り下げられている。埋土は、中央部が褐灰色土 (10Y R 5/1)、 周囲は褐灰色土 (10Y

R5/1)に砂礫が混じる。遺物は土師器と須恵器の破片、サヌカイトの剖片が出上した。

出土遺物 (第 50図 )

259は①層の上部から出土した須恵器の杯蓋である。天丼部が比較的高く、かえりは口縁端部より

下方にのびる。天丼部外面には回転ヘラ削りを施す。
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S   l.
掲灰色土 (loYR5/1)
+極暗赤褐色土粒 (2 5YR2/4)

第49図 掘立 1測量図。出土遺物実測図

時期 :遺物 (259)イよ、井戸の埋没時に古い時代の上器が流入した可能性が高い。よって、井戸の

埋土と配置から中世に比定しておく。

S K102(第 26・ 51図 )

I区北西部のA・ B4区に位置し、西端は調査区外へ続 く。平面形態は不整形を呈する。規模は、
東西1.3m、 南北1.3m、 深さ20cmを 測る。断面形態は逆台形を呈する。埋土は 2層 に分層できた。上層

は褐灰色土 (10Y R 5/1)を 基調とし、極暗赤褐色土 (2.5YR2/4)の粒が混じる。下層は上層よ

りも淡い色調で硬 くしまっている。遺物は土師器と須恵器の砕片が出上したが図化できるものはない。

時期 :時期決定に有効な遺物がない。埋土から中世に比定しておく。

Ｓ

Ｉ

′
′

(S=1:3)
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／
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ヽ

＼

①掲灰色土 (loYR5/1)
②褐灰色砂礫層 (10YR5/1)
③褐灰色粘質土 (10YR4/1)

(S=1:3)

第50図  S E101測量図・出土遺物実測図

(S=1:40)

第51図 S K102測量図

④にぶい黄橙色組砂層 (10YR7/3)

①掲灰色粘質土 (loYR5/1)
+極暗赤掲色土 (2 5YR2/4)
②掲灰色粘質土 (10YR4/1)
+Ⅸ層に類似した小ブロック

H.33.50m

-67-



久米才歩行遺跡 4次調査地

S K103(第26・ 52図 )

I区西部のB3・ 4区に位置する。 S E 101の南に隣接し、 S D102の延長上にある。平面形態は不

整形を呈する。規模は東西1,3m、 南北1.5m、 深さ10clnを測る。横断面形態は浅いU字形を呈する。

埋土は褐灰色土 (10Y R 5/1)を 基調とし、極暗赤褐色土 (2.5YR2/4)の 粒が混じる。遺物は

土師器と須恵器の破片が 1点出上したが、図化しうるものはない。

時期 :時期決定に有効な遺物はない。埋土から中世に比定しておく。

S D102(第26・ 52図 )

I区南半部のC2・ 3区に位置する。北西から南東に走り、東端では南に屈曲し、段丘の落ちでは

途切れる。溝の北西端はS K103に 接続する。規模は検出長7m、 幅0,5～ 0.8m、 深さ4～ 8 cmを測る。

断面形態はU字形を呈し、埋土は褐灰色土 (10Y R 5/1)を 基調とし、極暗赤褐色土 (2.5Y R2/4)

の粒が混じる。遺物は土師器と須恵器の砕片が出土したが、図化しうるものはない。

時期 :時期決定に有効な遺物はない。埋土と配置から中世に比定しておく。

C―― =__三 ≧ =ュ
__鞘 ℃ 一 ―

=二
_∠ ∠ 逢 基 章 ォ 」

笙 型 ユ
SA~        解

1.掲灰色土 (10YR5/1)+極 暗赤掲色上の粒 (25YR2/4) 0                        4m

第52図  S K103・ S D102・ 103測量図

-68-



遺 構 と 遺 物

S D 103(第 26。 52図 )

I区南半部のC3・ 4区 に位置する。ほぼ S D 102に 並行する。溝の西端は調査区外へと続 く。規

模は検出長5.7m、 幅0,3～ 0。 9m、 深さ 1～ 5 cmを測る。埋土は褐灰色土 (10Y R 5/1)を 基調とし、

極暗赤褐色土 (2.5YR2/4)の 粒が混じる。遺物は土師器の砕片が 2点出上したにとどまる。図化

しうる遺物はない。

時期 :時期決定に有効な遺物はない。埋土と配置からS D 102の時期と大差ないものと考えられる。

S A101(第26・ 53図 )

I区北西部のA・ B3区に位置する。 S E 101の北側に併設されたItH列である。柱穴はSPl～

4・ 6～ 8。 25の 8基で構成され、規模は全長6.8mと なる。柱穴の平面形態は円形を呈し、規模は

直径10～ 30cm、 深さ6～ 23cmを測る。埋土は褐灰色土 (10Y R 5/1)を 基調とし、極暗赤褐色土

(2.5Y R2/4)の粒が混じる。遺物は出土していない。

時期 :時期決定に有効な資料がない。埋土と配置からS E101の 時期と大差ないものとしておく。

+極暗赤掲色上の粒 (2 5YR2/4)

(S=1:80)

第53図  S A101測量図

(4)包含層出上の遺物 (第 54・ 55図、図版181
1区では、第Ⅷ層が遺物を多く包含し、他の層からも遺物がわずかに出土している。

第Ⅷ層出土遺物 (260～ 269) 遺物はすべてが須恵器である。

260～ 263は杯蓋で、260は天丼部と口縁部を分ける稜は消出し、口縁端部は尖り気味に仕上げる。

262はかえりが口縁端部より下方にのびる。264は杯身で、口縁部の立ち上がりは内傾する。受部は太

くやや外方にのびる。265と 266は杯身で、265は厚みのある平底になり、口縁部は外方に開く。266は

外底部のやや内に「ハ」の字形の高台が貼付する。267は高杯で、透孔は長方形を呈し、 3方向につ

く。268と 269は甕である。268は口縁部が短く外反し、口縁端部は丸くおさめる。

H.33づOm⑨

l.掲灰色土 (10YR5/1)     0
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!メ
4

260～ 269:第 Ⅵ‖層

(S=1:3)

第54図  I区包含層出土遺物実測図(1)

第Ⅶ層出土遺物 (270～275)遺 物は土師器、須恵器、陶器がある。270は土師器の碗で、ボウル

形の器形をもち、日径が20.lcmに なる。外面上半部はヨコ方向のヘラミガキをする。271は甑の把手

である。指頭痕を残し、斜め上方にのびる。272は須恵器の杯身で、口縁部片である。立ち上がりは

内傾し、受部は太 くやや上外方にのびる。内外面には回転ナデを施す。273は長頸壷で、胴部が扁平

で、肩が張り、肩部には凹線文 1条を施す。2型 と275は陶器である。いずれも備前焼のすり鉢の底部

で、内面のおろし目は底近くまで施される。

第Ⅵ層出土遺物 (276～280) 遺物は須恵器と陶器がある。276と 277は杯身で、277は立ち上がり

が内傾し、端部は尖る。受部は太 く、上外方にのびる。278は杯で、底部に接して、高台が「ハ」の

字形に貼付される。279は高杯で、脚部は外反気味に下がり、脚端部付近には凸線を 1条施す。280は

備前焼のすり鉢で、内面のおろし目は底近くまで施される。

第V層出土遺物 (281・ 282) 土師器と須恵器がある。281は土師器の皿になる。282は須恵器の杯

で、高台が外底部に接して「ハ」の字形に貼付されている。

第Ⅳ層出土遺物 (283)283は 須恵器の不蓋で、口縁部は垂下し、端部が内傾する。日径が10,4cm

に復元される。

第 I層出土遺物 (284)284は 須恵器の短頸壷で、胴部上半で屈曲し、口顎部は短く直立する。
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4.小 結
本調査では、弥生時代、古墳時代～古代、中世の遺構と遺物を確認した。以下、時代ごとにまとめ

を行う。

弥生時代

前期末に時期比定されるS R201は 、土層の状況から埋没当初は水量が豊富であったことが推察さ

れる。水量は埋没が進行するに従い、徐々に減少し、湿地状を呈していたとみられた。これは当時の

景観を復元する上で、ひとつの参考となるものである。埋土④～②の出土遺物には、当該期の上器と

石器がある。これらの遺物には他の時期のものが含まれておらず、短期間の資料といえる。よって、

これらの資料を一括して扱い、若千の検討を試みることとする。

結/Jヽ

~′ン2胞

班
 ヽ    /

笠
/

28ヽ

270-275:第 V‖層
276～ 280:第 Vl層
281。 282:第 V層
283:第 lV層
284:第 I層

0                              1 5cm

(S=1:3)

第55図  I区包含層出土遺物実測図(2)
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久米才歩行遺跡 4次調査地

(1)土  器

器種は、甕・重・鉢 。高杯・蓋 。その他 (ミ ニチュア等)で構成される。器種構成比は甕 (30点/
29,10/O)、 重 (59点 /57.20/0)、 鉢 (1点 /0.9°/O)、 高杯 (2点 /1.9°/。 )、 蓋 (1点 /0,9°/0)、 その他

(10点/9.7%)の 数値を示す。甕と重が主要器種を占め、鉢・高杯・蓋がわずかに伴う。ここでは主

要器種の甕と壷を取 り上げ、整理する。

甕には、回縁部を折 り曲げることにより形成するもの (甕 a)と 、口縁端部に接して粘土紐を只占り

付けることにより口縁部を形成するもの (甕 b)と がある。いずれも全体の器形を知り得る資料はな

い。構成比は、甕 a(5点 /62.5%)、 甕 b(3点 /37.50/O)で ある。対象となる資料が量的に多 くは
ないので、組成比率をそのまま安易に受け取ることは控えるべきであるが、奏の口縁部形成に aと b

のふたつのものがあることは重要である。加飾はすべてに沈線文や沈線文十刺突文がみられ、無文の

ものはみられない。沈線文のみで構成されるものは、 4条か、 4条以上である。沈線文+刺突文のも

のには、 8条 と9条のものがあり、上から多条沈線文+1段刺突文、多条沈線文+1～ 2段刺突文十
3～ 5条の沈線文、多条沈線文+1段刺突文+1条沈線文+1段刺突文+2条沈線文がある。上位の

施文が多条沈線文であることは共通するが、下位の施文にはバラエテイーのあることがわかる。

壼は、完形品はなく、全体の器形を知 り得る資料はない。大型品では、 (77)の ように口縁部径が

広 く、短い口頸部をもち、口縁内面に凸帯をもつものがある。中・小型品では顎部に直立化と長顕化

がみられる。さらに加飾では (87)の ように、貼 り付けた凸帯上を指頭押圧後に上下に刻み目を施す

ものがある。顕胴部の境界や肩部、胴中位にヨコ方向の沈線文が施されるものがみられる。

これらの甕と壺で確認された諸特徴は、当地域の弥生土器編年の前期Ⅳに該当する (梅木 1994)。

鉢 。高杯・蓋は当該期の器種構成比では低い数値を示すことが指摘されており (梅木 1994)、 本例

もそれに同調している。その意味においても、本資料は前期Ⅳの典型例となるものである。

(2)石  器

器種は伐採石斧・石庖丁・石鎌・スクレイパー (不定形刃器 )・ 砥石で構成される。器種構成比

(成品)は、伐採石斧 (1点 /16.60/O)、 石庖丁 (1点 /16.6%)、 石鎌 (1点 /16.60/0)、 スクレイパー

(2点 /33.30/0)、 砥石 (1点 /16.60/O)で ある。いずれも 1ないし2点であり、対象となる資料は少

ないが、前期Ⅳの石器の器種構成が判明する稀少な資料といえる。

次に各器種の形態を検討する。伐採石斧は、基部幅が狭 く、刃部幅の広い長台形状の平面形で、横

断面形が扁平な楕円形を呈するもの (57)と 、やや基部が幅狭であるが平面長方形に近く、厚みが増

し、横断面形は基部側が楕円形、刃部側が身膨れした長方形を呈するもの (119)と がある。これは

下條信行氏が「弥生時代・大陸系磨製石器の編年網の作製と地域間の比較研究」で提示された、両刃

石斧分類のAl(57)と A2(119)|こ該当するものである (下條 1994)。 いずれも太形蛤刃石斧の

系列に属し、変化の方向性はAl→A2→ (A3)であることが明らかにされている。本遺跡の伐採
石斧は、完成した太形蛤刃石斧の前段階のものと位置付けされる。石庖丁は、弧背弧刃形を呈し、背

部弧度が刃部弧度よりも弱いものである (56)。 刃部は扁両刃である。下條分類のB2に該当する。
石鎌は、刃部がほぼ直線状を呈する (55)。 研磨は両面のほかに背部にまで及び、面取 りされる。ス

クレイパーは、刃部が弧状を呈するもの (6)と 、直線状を呈するもの (58)と がある。砥石は、棒

状の小型品である。基部に対して先端部がやや幅狭い形態である。

-72-



結/」ヽ

これらの形態的特徴のうち、伐採石斧と石庖丁は西部瀬戸内における当該期の典型例のひとつに位

置付けられる。これは、下條氏の研究成果を追証するものである (下條 1994)。 さて、器種構成に

石鎌が含まれる点は注目したい。表13は、松山市における出土石鎌の一覧である。出土数は9点を数

える。この数値は、瀬戸内における一平野からの出土数としては多い。点的というよりもむしろ、安

定して石鎌が存在していたと理解することができる。すなわち、当地域における弥生時代石器には石

鎌が定着しているのである。石鎌の初現は刻目突帯文土器段階であるが、その後の弥生前期前半の石

器資料は良好なものに恵まれず、判然としない。石鎌が次にみられるのは前期末 (梅木編年の前期Ⅳ)

である。さらに中期前葉 (梅木中期 I)の宮前川遺跡出土資料にも認められる。このことから、石鎌

の定着時期を、現段階では前期末と捉えておきたい。

石材は、石庖丁と石鎌には緑色片岩が用いられている。この石材は、本遺跡周辺では入手できず、

南へ約3.5km離れた砥部川下流域が採取候補地のひとつとして考えられている。よって、本遺跡へは

搬入したもの (あ るいは搬入されたもの)と判断される。緑色片岩資料 (石器原材)には、(118)の

ような粗割段階以前の礫があることは、搬入素材の形状を知る手がかりとなり得るものである。

(3)景 観
S R201(埋土④～②)の遺物は、摩耗が少ない。さらに本調査地の I区からは弥生前期土器片が

出土したことから、S R201の遺物は、本調査地の北～北東に展開する微高地上の集落から投棄され

たものと考えられる。久米才歩行遺跡 2次調査地で検出された円形の竪穴住居址は当該期に時期比定

されている。堀越川下流域右岸の微高地には当該期の集落遺跡が展開しており、今後はその広がりに

も注意を払う必要がある。

S R201(埋土①)の遺物には、弥生時代中期に帰属するものもある。埋土と遺物の状況から、当

時は水量が少なく、よどみのある湿地状を呈していたことが想定される。よって、本遺跡の北～北東

の微高地には継続的に集落が展開していたものと考えられる。

古墳時代～古代

S R 101は 河道底から拳大の円礫が集中して出上したが、遺物の遺存は良好ではなく、器面の磨減

も顕著である。埋没当初は水量が多く、その後は、埋土が黒色で粘性のあるものに変化していること

から、水量が減少し、よどみのある湿地状を呈していたと考えられる。河道の西側で検出されたSX
はこの想定を裏付けるものとなる。 S R201(埋土①)に は、当該期の遺物が多量に含まれることか

ら、本調査地の北～北東の微高地に、当該期の遺構が広がるものと想定される。

中 世

掘立柱建物、井戸、柵列等の生活関連遺構を検出した。平成 9年度に実施した久米才歩行遺跡 3次

調査地からは15～ 16世紀の掘立柱建物、溝、土坑等の集落の一部が検出されており、 S R101の西側

の微高地には当該期の集落が展開していることを確認した。今回検出の南北棟建物と素掘 りの井戸、

区画溝 (2次調査地 SDl)の 検出は、具体的な遺構の様相を示したものとなろう。

以上、本調査のまとめを行った。今後は、各時代における遺構の広がりを追求することが課題のひ

とつとしてあげられる。
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久米才歩行遺跡 4次調査地
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<文献一覧>
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③「松山市埋蔵文化財調査年報1lJ 1999                 ⑥ F国道■号バイパス 埋蔵文化財発掘調査報告書』1983

遺構・遺物観察表

―凡例一

(1)以下の表は、本遺跡検出の遺構・遺物の計測値及び観察一覧である。

(2)遺物観察表の各記載について

法  量  IFFB ( ):復元推定値
形態 。施文欄 土器の各部位名称を略記した。

例)口→口縁部、頚→頚部、胴→胴部、胴上→胴上半部、底→底部、郭→

杯部、天→天丼部

胎土・焼成欄 胎土欄では混和剤を略記した。
例)石→石英、長→長石、金→金ウンモ、密→精製土

( )内の数値は混和剤粒子の大きさを示す。

焼成欄では焼成具合を略記した。

例)◎→良好、○→並、△→不良

表13 愛媛県松山市石鎌出土遺跡一覧

番号 遺  跡  名 出 土 地 共伴土器
法豊 (cm)

石  材 文献 備 考

長 さ 幅 最大厚

l 大測遺跡 松山市太山寺町 刻目突帯文土器 072 緑色片岩 ① 報告書 B ttSX l出 土

2 久米窪田Ⅳ遺跡 松山市久米窪田町 弥生前期Ⅳ 253 緑色片岩 ② 報告書  第422号 土坑出土

3 久米才歩行遺跡4次調査地 松山市南久米町 弥生前期 IV 緑色片岩 ③ 本報告第32図55 SR201埋土③出土

4 久米才歩行遺跡4次調査地 松山市南久米町 弥生前期 W 緑色片岩 ③ 本報告第27図5 SR201埋 土④出土

5 久米才歩行遺跡4次調査地 松山市南久米町 弥生前期Ⅳ 緑色片岩 ③ 本報告第36図 l17 SR201埋土②出土

6 久米オ歩行遺跡4人調査地 松山市南久米町 弥生前期Ⅳ 緑色片岩 ③ 本報告第36図 118 SR201埋土②出土

7 宮前川遺跡 松山市別府町 弥生中期 I 緑色片岩 ① 報告書 E5区遺物包含層出土

8 畑寺竹ヶ谷古墳群 松山市畑寺町 102 緑色片岩 ⑤ 未報告遺物 「A区7号墳丘S no5」 の注記

9 福音寺遺跡竹ノ下地区 松山市福音寺町 087 緑色片岩 ⑥ 報告書 (写真掲載)

-74-



表20 柵列一覧

遺 構 一 覧

表14 自然流路

戯
⑪

地   区 断面形
規模 (m)
長さX tt X深 さ

方向 埋  土 出土遺物 時  期 備  考

201 Ⅲ区 U字形か 検出長
14× 5×

08-13
ほIF

東西
①～④層に分層

弥生土器、石器
土師器、須恵器他

弥生前期 ,中期、古
墳後期～古代、中世

I区
(A～ C1 2)

浅いU字形 検
出長■ 8× 34
-38X02 南北

層
層
①
②
黒色土
浅黄色シルト

土師器
須恵器

古墳後期～古代
器面の磨滅
著しい。

表15 性格不明遺構一覧
性格不

明遺構
(SX)
地  区 平面形 断面形

規模(m)
長さ(長径)X幅 (短径)X深さ

握 上 出土遺物 時  期 備考

A2・ 3 不整形 逆台形 34× 16X04-05
上層 :オ リーブ黒色土
下層 :オ リーブ黒色土
+黄色土ブロック

弥生土器
土師器
須恵器

古墳時代後期

B2 不整形 浅い U字形 18× 17X005-009 黒色土
土師器
須恵器

古墳時代後期か

A・ B2 不整形 浅い U字形 27× 24X015 黒色土
弥生土器
土師器
須恵器

古墳時代後期か

A2・ 3 円形 逆台形 34× 34X015ハウ020 黒色土
弥生土器
土師器
須恵器

古墳時代後期～古代

表16 掘立柱建物 l■一覧

掘立 鰈
⑪

方向
桁 行 梁 行

方 位
床面積
(Hr)

時 期 備  考
実長(m) 柱間寸法 (m) 実長(m) 柱間寸法 (m)

1 2× 3 南北棟
196  150  214
160・ 160・ 220

35^▼ 39 400・ 142・  140 N― S 2379-2135 中世段階か

表17 井戸一覧

(SE) 地  区 平面形 断面形
規模(m)

長さ(長径)× 幅(煙径)× 深さ
遅  土 出土遺物 時 期 備  考

B3 円 形 二段掘り 18× 18× 090+a 褐灰色土
土師器
須恵器

中世段階か

表18 土坑一覧

劫
∞

地  区 平面形 断面形
規模(m)

長さ(長径)× 幅(短径)× 深さ
埋  土 出土遺物 時 期 備  考

A・ B4 不整形 逆台形 13X13X020 層
層
上
下

tlB灰色土
極暗赤掲色土

器
器
師
恵
土
須 中世段階か

B3・ 4 不整形 浅い U字形 15× 13× 010 褐灰色土
土師器
須恵器

中世段階か

表19 溝一
溝
ＳＤ

地  区 断 面 形 規模 (m)
長さ×幅 X深さ 方 向 埋  土 出土遺物 時 期 備  考

C2・ 3 ごく浅いU字形 検出長70X05～08X004～008 北西～南東 褐灰色土
土師器
須恵器

中世段階か

C3・ 4 ごく浅いU字形 検出長57X03～ 09× 001～ 005 北西～南東 掲灰色土 土師器 中世段階か

糊
∽
雛
⑩

方  向 実長 (m) 柱間寸法 (m)
柱穴規模
径 X深さ (m) 時 期 備  考

7 01-03× 006-023 中世段階か SE101の 付市施設
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表21 SR201退土④出土這物観察表 土製品

番号 糀 法量 (cm) 形態・施文
調 整

胎 土 焼成 備  考 図版
外  面 内  面

1 養
径
高
口
残
(175)
97 沈線文

8条。口縁端に刻目。
ヨコ・ナナメノ

ケーナデ
ナ デ 石 。長 (1～ 2) ◎ D5東ベルト

蓋 残高  22 沈線文4条以上。 指オサエ ハケ→ナデ 石・長 (1～ 2) ◎ D5東ベルト

3 甕 残高  32 沈線文4条。 ガ
デ

ラ

ナ

ヘ

コ
テ

ヨ

タ

Θ
⑮
キ

マメツ 石・長 (1～ 5) ◎ E5

4 一霊
径
高
底
残 平底。

ナナメハケ→ナ
デ

ナ デ 石 長 (1～ 5) ◎ D5東ベルト

表23 SR201埋土③出土遺物観察表 土製品

久米才歩行遺跡 4次調査地

表22 SR20刊 埋土④出土遺物観察表 石製品

番号 器 種 残 存 材 質
法 量

備 考 図版
長さ(cm) 幅 (cm) 厚さ(cm) 重さ(ど )

石鎌・未製品 基部欠 結色片岩 (151) (14129)
D5
研磨段階。

スクレイパー 完存 サヌカイト 979
D5
右側部に自然面残置。

7 素」片 完存 結色片岩 042 1241 D5東べ ,レ ト

番号 器種 法量 (cm) 形態・施文
調 整

胎 土 焼成 備 考 図版
外  面 内  面

甕 残高  49 沈線文9条。 Θヨコナデか
⑮ヘラミガキ

マメツ 石・長 (1～ 3) ◎ D5東 トレ

甕 残高  80 沈線文5条以上。 タテハケ
(10ヨド/cm)

マメツ 石 長 (1～ 4) ◎ E6

奏 残高  42 沈線文6条以上。 マメツ マメツ 石 。長 (1～ 4) ◎ D5

11 奏
径
高
底
残

わずかに上げ底。 マメツ ナ デ 石・長 (1～ 5) ◎ E6

養
径
高
底
残 平底。 タテヘラミガキ ヨコ板ナデか 石・長 (1～ 3) ◎ D5

甕
底径 (72)
残高  76 わずかに上げ底。

マメツ マメツ 石・長 (1～ 3) ◎ D5

養
径
高
底
残

平底。 マメツ マメツ 石 。長 (1～ 3) ○ D5

甕
径
高
底
残

厚い平底。 マメツ ナ デ 石・長 (1～ 4) ◎ D5

甕
径
高
底
残 厚い平底。

タテハケ (7～ 8
本 /cm)
→ナデ

マメツ 石・長 (1～ 4) ◎ D5東 トレ

甕
径
高
底
残 平底。 マメツ マメツ 石・長 (1～ 4) ◎

甕
径
高
底
残 平底。 タテミガキ ナ デ 石・長 (1～ 3) ○ D5
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遺 物 観 察 表

SR201埋 土 土遺物観察表  土製品

番号 維 法霊 (cm) 形態・施文
調 整

胎  土 焼成 備 考 図版
外  面 内  面

gg 残高  92 無文。
②ヨコヘラミガ
キ
⑩ナナメヘラミ
ガキ

ナデか 石 . 長 (1～ 3) ◎ D5

豆 残高  69 頸部に沈線文3条。 マメツ マメツ 石 長 (1～ 3) ◎ D4

一霊 残高  41 顕部に沈線文6条。 マメツ ナデか 石 ・長 (1～ 3) ◎ D5

一望 残高  64 頚部に沈線文9条以上十刺突文2
段。

マメツ マメツ 石 。長 (1～ 3) ○ E6

士室 残高  77 頸部に沈線文4条以上、胴部に
沈線分3条以上。

タテハケ (6～ 7
本 /cm)
→ヨコミガキ

ナ デ 石・長 (1～ 5) ◎ D5

士霊 残高  51 胴部に沈線分7条 (2条1組)以上。 マメツ
ナデ
→ナナメヘラミ
ガキ

石 長 (1～ 3) ◎ D4

壷 残高  35 胴部に「M」 字状の突帯。 ヨコナデ マメツ 石・長 (1～ 5) ◎ E6

重 力鳥手三  242 無文か。 ナ デ ナ デ
石 長 (1～ 2)
金ウ

◎ D5

士霊
径
高
底
残
(130)
50 厚
い平底。

タテハケ (4本
/cm)

ナ デ 石・長 (1～ 5) ◎ D5

一宝
径
高
底
残

l■8
71 厚く、

わずかに上げ底。
ナナメハケ
→ ヨコヘラミガ

キ
ナ デ

石・長 (1～ 2)

金ウ
◎ D5東 トレ

士空
径
高
底
残
(100)
166 厚

い平底。胴部は肩部が張る。
ナナメハケ
→丁寧なナデ

ヨコハケ
→丁寧なナデ

石 。長 (1～ 2)

金ウ
◎ D5東 トレ

士霊
径
高
底
残
(101)
31 厚
く、わずかに上げ底。 マメツ ナ デ 石 ` 長 (1～ 5) ○ D5

gg
径
高
底
残

わずかに上げ底。 マメツ ヨコヘラミガキ 石・長 (1～ 3) ○ D4

士電
径
高
底
残 厚い平底。 ヨコヘラミガキ 板ナデ 石 。長 (1～ 3) ◎ D5東 トレ

空

依仕
せ向

底
残 厚 く、わずかに上げ底。 ヨコヘラミガキ ヨコヘラミガキ

石・長 (1～ 5)
金ウ

◎ D5東 トレ

霊
径
高
底
残

わずかに上げ底。 強いナデ ヨコヘラミガキ
石・長 (1～ 4)

金ウ
◎ D5東 トレ

宣

伎任
昔向

底
残

わずかに上げ底。 ヨコヘラミガキ マメツ 石 長 (1～ 4) ○ E6

霊
径
高
底
残 平底。 ナデか ヨコヘラミガキ

石 長 (1～ 3)
金ウ

◎ D4

霊
底径
残高

厚く、わずかに上げ底。 マメツ マメツ
石・長 (1～ 3)
金ウ

◎ D5

霊

径
高
底
残 厚い平底。

タケハケ (3～ 4
本 /cm)

マメツ 石・長 (1～ 3) ◎ D5東 トレ

霊
底径
残高

厚 く、わずかに上げ底。 マメツ ナ デ
石・長 (1～ 4)

金ウ
○ D4

霊

察住
昔回

底
残 平底。 マメツ マメツ 石 。長 (1～ 4) ○ D4
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番号 器種 法量 (cm) 形態・施文
調 整

胎 土 焼成 備 考 図版
外   面 内  面

士霊
径
高
底
残
は6)
39
わずかに上げ底。 マメツ ナ デ 石 。長 (1～ 5) ○ D5

霊

径
高
底
残 平底。

ハケ→ ヨコヘラ
ミガキ

マメツ 石 長 (1～ 3) ◎ D4

霊

径
高
底
残 平底。 ヨコヘラミガキ

ナナメヘラミガ

キ
石 長 (1～ 3)
金ウ

◎ D5

霊

径
高
底
残

上げ底。 マメツ マメツ 石 。長 (1～ 3) ○ D5

高杯 残高  86 低脚で、裾部は広がる。 指オサエナデ ナ デ 石 . 長 (1～ 5) ◎ D5

霊
察仕
古画

口
残
(203)
45 裾部

はゆるやかに外反する。 ナ デ

ヨコハケ (14～
15/cm)
→丁寧なナデ

石 。長 (1～ 3) ◎ D5

甑
径
高
底
残 奏の転用品。焼成後両側穿孔。

タテヘラミガキ
→丁寧なナデ

丁寧なナデ
石 長 (1～ 3)
金ウ・銀ウ

◎ D5東 トレ

甑
径
高
底
残 甕の転用品。焼成後両側穿孔。 マメツ マメツ 石 長 (1～ 2) ◎ D4

甑
径
高
底
残

壺の転用品。焼成後片側穿孔。
ナナメヘラミガ
キ

マメツ 石 長 (土
～3) ◎ D4

甑
径
高
底
残

壷の転用品。焼成後片根」穿孔。 マメツ マメツ 石 . 長 (1～4) ◎ D5東 トレ

深鉢 残高  39 斜格子状の沈線文。 マメツ ナデか
長・
ゥ

石
金

(1～ 4)
△ D5

深鉢 残高  36 口縁端に亥U目。 ヨコ条痕 ナ デ
石・長 (1～ 3)

金ウ
○ E6

鉢
径
高
口
残
(108)
39 波状

口縁。糾格子状の沈線文。
0～動ヨコナデ
短⊃ヨコ条痕

ナ デ 石 。長 (1～ 3) △ D5

浅鉢 残高  27 波状口縁。口縁端に刻目。 マメツ マメツ 石・長 (1～ 2) ◎ D5

SR201埋土③出土遺物観察表 土製品

久米才歩行遺跡 4次調査地

表24 SR201埋 土③出土遺物観察表 石製品

番号 器 種 残 存 材  質
法 量

備 考 図版
長さ(cm) 幅 (cm) 厚さ(cm) 重さ(g)

石鎌 緑色片岩 (5081)
D5。 背部は研磨され、
面取りされる。

石庖丁 緑色片岩 058 (2897)
E6
弧背弧刃形

伐採斧 2/3か 緑色片岩 (109) (3500) D5

スクレイパー 完存 緑色片岩 085 3469 D5

石庖丁未製品 1/3か 緑色片岩 (1490)
D4
研磨段階か。

石庖丁未製品か 完存 緑色片岩 048 3451
D4
打裂～敲打 (穿孔)か。
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表25 SR201埋土②出土遺物観察表 土製品

遺 物 観 察 表

番号 器種 法量 (cm) 形態・施文
調 整

胎 土 焼成 備  考 図版
外  面 内  面

奏
口径 (240)
残高  94

口縁端に刻目。沈線文ll条 +刺
突文 1段。

Θヨコナデ
⑪マメツ
廻Dタ テハケ (7
～8本 /cm)→
ナナメヘラミガ
キ

Θヨコナデ

∽ ヨコ♂＼ラミ
ガキ

石・長 (1～ 3) ◎ D4

奏
径
高
口
残
(221)
38
口縁端に刻目。沈線文7条以上。 マメツ マメツ 石・長 (1～ 4) ◎ D4

奏
径
高
口
残
(212)
53

口縁端に刻目。沈線文6条 +刺
突文1段 十沈線文1条 +刺突文1
段 +沈線文2条。

◎ヨコナデ
題⊃タテタヽケ
(12オく/cm)

マメツ 石・長 (1～ 4) ◎ D6

甕
径
高
口
残
(296)
86
口縁端に刻目。沈線文9条 +刺
突文2段 十沈線文5条。

マメツ
Θナデ
⑩ヨコヘラミガ
キ

石・長 (1～ 3) ◎ D4 14

甕 残高  71 沈線文5条 十刺突文1段 +沈線文
5条。

マメツ マメツ 石 . 長 (1～ 4) ○

奏 残高  38 沈線文4条。 Θヨコナデ
マメツ

マメツ 石 長 (1～ 2) ◎ D4

甕 残高  43 沈線文4条以上十刺突文1段 +沈
線文3条以上。

マメツ ヘラミガキ 石 長 (1) ◎ E6

甕
径
高
底
残 厚みのある平底。

ハケ
マメツ

ナ デ 石・長 (1～ 4) ◎ D6

甕
狂生
青回

底
残

立ち上りがあり、厚みのある平
底。

ナ デ ナ デ 石・長 (1～ 2) ◎ D4

奏
底径  (68)
残高  41 平底。

ハケ→ナデ ハケ→ナデ
石・長 (1～ 3)
金ウ

◎ D4

奏
径
高
底
残 平底。 ナデ ナ デ 石 長 (1～ 2) ◎ D4

甕
底径
残高

わずかに上げ底。 ナ デ ナデ 石・長 (1～ 4) ◎ D4

甕
径
高
底
残

立ち上りがあり、厚みのある平
底。

ナナメハケ (10
本 /cm)

ナナメハケ (9
本 /cm)

石 。長 (1～ 2)
金ウ

◎ D6

甕
径
高
底
残

立ち上りがある平底。 タテハケ→ナデ タテハケーナデ 石・長 (1～ 2) ◎ D6

奏
径
高
底
残

底部は立ち上りがあり、わずか
に凹む。

マメツ マメツ 石・長 (1～ 5) ◎ E6

奏
径
高
底
残

立ち上りがある上げ底。 指オサエ→ナデ 指オサエ→ナデ 石 長 (1～ 2) ◎ D6

壺
径
高
日
残
(250)
83
口縁部は短く外反する。口縁内
面に凸帯。

◎ヨコナデ
マメツ

Θヨコナデ
マメツ

石 長 (1～ 4) △ D5ヨヒトレ

一霊
宏世
昔回

口
残
(184)
47 口縁内面に凸帝。

ヨコナデ マメツ
石 長 (1～ 5)
金ウ

○ E6

霊

径
高
口
残
(200
51
口縁端面に沈線文十刻目 ナ デ ナ デ 石 。長 (1～ 3) ◎ D4

霊
径
高
口
残
(200)
60
口縁端面に刻目。 マメツ マメツ

石・長 (1～ 3)

金ウ
◎ D4

一霊 残高  62 口縁内面に2条の刻目凸帯。 丁寧なヨコナデ ヨコナデ
石・長 (1～ 3)
金ウ

◎ D4
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番号 器種 法量 (cm) 形態・施文
調 整

胎  土 焼成 備 考 図版
クト  面 内  面

士空 残高  49 顕部に凸帝。 マメツ マメツ
石 。長 (1～ 3)

金ウ
◎ D4

士霊 残高 107 頸部に凸帝 (押圧)。 マメツ ヨコハク 石・長 (1～ 4) ◎

士霊 残高  42 沈線文9条以上。 ナ デ ナ デ
石・長 (1～ 8)
金ウ

◎ D4

一霊 残高  51 床u突文1段。 ナ デ ナ デ 石 長 (1～ 4) ◎ D4

一霊 残高  40 竹管文1段 十沈線文5条以上。 マメツ マメツ 石・長 (1～ 2) ◎ D4

重 残高  54 胴部に凸帯が付され、凸帯上段
部には連鎖状刻目。

マメツ 板ナデか
石・長 (1～ 3)
金ウ

◎ D4

壺
径
高
底
残
(122)
59 平底。 ナデ ナ デ 石・長 (1～ 3) ◎ D4

一霊
径
高
底
戎
(124〉

63 厚
みのある平底。 板ナデか ナ デ 石 長 (1～ 2) ◎ E6

士宣
察ｔ
言回

底
残
(124)
33 平底

。 ナ デ ナ デ 石 長 (1～ 4) ◎ E6

一宝
径
高
底
残

1■2

31 厚
みのある平底。 ナ デ ナ デ 石 。長 (1～ 5) ◎ D4

士霊
径
高
底
残
(110)
44 厚
みのある平底。 ナ デ ナ デ 石 。長 (1～ 3) ◎ D4

一霊
径
高
底
残
(116)
38
わずかに上げ底。 ナ デ ナ デ 石 '長 (1～ 4) ◎ D5封ヒトレ

一軍
径
高
底
残

厚みがあり、立ち上りのある平
底。

ヨコナデ ナ デ 石 長 (1～ 4) ◎ D5

霊

振生
す回

底
残 平底。 ナ デ ナ デ

石・長 (1～ 5)
金ウ

◎ D6

士電
底径 (106)
残高  44 厚みのある平底。 ナ デ ナ デ

石・長 (1～ 3)

金ウ
◎ D4

空

径
高
底
残
(102)
33 平底。

マメツ 指オサエ→ナデ 石 ・長 (1～ 3) ◎ E6

一軍
底径  (90)
残高  62

厚みがあり、立ち上 りのある平
底。

ハケ→ナデ ナデ 石 。長 (1～ 3) ◎ D6

霊

径
高
底
残

厚みがあり、立ち上 りのある平
底。

ヨコナデ マメツ 石 長 (1～ 2) ◎ D4

一空
察住
士回

底
残 平底。 指オサエ→ナデ 指オサエ→ナデ 石 長 (1～ 2) ◎ E6

士空
径
高
底
残

上げ底。 ハケ→ナデ ハケ→ナデ 石 ,長 (1～ 5) D5Jヒ トレ

一望
径
高
底
残 平底。 丁寧なヨコナデ マメツ 石・長 (1～ 4) ◎ D5

103
雰住
昔向

底
残 厚みのある平底。 指オサエ→ナデ 指オサエ→ナデ 石 長 (1～ 5) ◎ E6

SR201埋土②出土遺物観察表 土製品

久米才歩行遺跡 4次調査地
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番号 器種 法量 (cln) 形態・施文
調 整

胎 土 焼成 備 考 図版
外  面 内   面

1(〉4 空
狂仁
昔回

底
残

平底。 ナ デ ナ デ 石・長 (1～ 3) ◎ D4

105 霊
径
高
底
残

やや凹む、底部。
タテハケ (7本
/cm)

マメツ
石 。長 (1～ 2)

金ウ
◎ D6

重
径
高
底
残 厚みのある、上げ底。

タテハケ (6本
/cm)
→ナデ

ナ デ
石・長 (1～ 4)
金ウ

◎ D4

107 霊
径
高
底
残

やや凹む、底部。
指オサエ→ヨコ

ナデ
指オサエ→ヨコ

ナデ 石・長 (1～ 3) ◎ D5東ベルト

一霊
径
高
底
残 厚みのある平底。 ハケ→ナデ ナ デ 石・長 (1～ 3) ◎ D4

鉢 残高  57 貼付口縁。 丁寧なヨコナデ 丁寧なヨコナデ 石 . 長 (1～ 3) ◎ D51ヒ 14

高 郭 残高  56 低脚。杯部と脚部の境界には、
断面三角形の凸帝が付く。

〇マメツ
⑩タテハケ (7
本 /cm)

⑮タテヘラミガ
キ 石・長 (1～ 2) ◎ D4

甑
径
高
底
残

壺の転用品。焼成後片側穿孔。
ヨコハケ→ヨコ

ナデ
ヨコナ デ 石 . 長 (1～ 4) ◎ D4

甑
底径
残高

甕の転用品。焼成後片側穿孔。 ヨコナ デ ヨコナ デ 石・長 (1～ 3) ◎

甑
径
高
底
残 奏の転用品。焼成後片狽I穿孔。 ヨコナデ ヨコナデ 石 ` 長 (1～ 3) ◎

チニ

ァ

ミ
　ヽ
ュ

径
高
底
残 厚みがあり、やや凹む底部。 指オサエ 指オサエ 石 長 (1～ 3) ◎ D4

ミニチ
ユア

径
高
底
残

立ち上りのある厚い平底。 指オサエ ナ デ 石 長 (1～ 3) ◎ D4

ミニチ
ユア
底径 4～36
残高  40 上げ底。 マメツ マメツ 石・長 (1～ 5) ◎ D4

SR201埋土②出土遺物観察表 土製品

遺 物 観 察 表

表26 SR201埋土②出土遺物観察表 石製品

番号 器  種 残 存 材 質
法 量

備 考 図版
長さ(cm) 幅 (cm) 厚さ(cm) 重さ(g)

石鎌未製品 緑色片岩 (143) (23673)
D4
打裂～背部敲打段階。

石鎌未製品 完存 緑色片岩
D4
打裂段階。

伐採斧 完存 7120 D4

120 砥石 一部欠 5081
D4
手持ち砥か。

兼」片 一部欠 サヌカイト D6

器種不明品 大きく欠 緑色片岩 (6742) D4

表27 SR201埋土①出土遺物観察表 土製品

番号 器種 法豊 (cm) 形態・施文
調 整

胎  土 焼成 備 考 図版
外  面 内  面

123 甕
径
高
口
残
(195)
57
沈線文7条 十刺突文1段 十沈線文
6条 +刺突文1段以上。

タテハケ (7本
/cm)

ヨコヘラミガキ 石・長 (1～ 2) ◎ D4
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番号 器種 法豊 (cm) 形態・施文
調 整

胎 土 焼成 備 考 図版
外   面 内  面

1跡 奏 残高  42 口縁端に刻目。沈線文6条以上。 マメツ ヨコヘラミガキ 石 。長 (1～ 3) ◎ D5

甕 残高  46 沈線文8条以上。 ◎ヨコナデ
マメツ

マメツ 石 長 (1～ 2) ◎ D4

甕
径
高
回
残
(210
41
沈線文7条以上。 マメツ マメツ 石 長 (1～ 3) ◎ D4

霙 残高  48 沈線文4条。 マメツ マメツ 石 長 (1～ 3) ◎ D5

128 甕 残高  60 沈線文4条。 マメツ ミガキ ? 石・長 (1～ 3) ◎ E6

奏 戎高  40 沈線文5条 +刺突文1段以上。 マメツ マメツ 石・長 (1～ 3) ◎ D5

130 甕 残高  57 櫛状工具による沈線文
十竹管文

1段。
タテハケ (7～ 8
本 /cm)

ミガキ
マメツ

石・長 (1～ 4) ◎ E6

弩 残高  64 沈線文5条以上。 マメツ マメツ 石・長 (1～ 3) ◎ D4

奏 残高  47 沈線文6条以上十刺突文2段。 タテ
ハケ (6～ 9

本 /cm)
マメツ 石・長 (1～ 2) ◎ E6

奏 残高  36 沈線文5条以上
十刺突文1段十沈

線文2条以上。
マメツ マメツ 石 長 (1～ 2) ◎ D5

甕 残高  45 刺突文1段。 タテヘラミガキ マメツ 石・長 (1～ 3) ◎ D6

甕
径
高
底
残
①4)
37 厚
みのある平底。 ヨヨナ デ ヨコナ デ 石・長 (1～ 4) ◎ D5

甕
狭仕
古ロ

底
残

わずかに上げ底。 ヨヨナ デ ヨヨナデ 石・長 (1～ 4) ◎ D5

発
依生
甘回

底
残 平底。 ヨコヘラミガキ ヨコナ デ 石・長 (1～ 6) ◎ D5

甕
径
高
底
残

厚みがあり、ごくわずかな上げ
底。

ヨコナ デ ヨコナデ 石・長 (1～ 5) ◎ D5

甕
径
高
底
残

わずかに立ち上りがある平底。 ヨコナデ ヨコナ デ 石 長 (1～ 2) ◎ D5

奏
径
高
底
残 厚みのある平底。 ヨコナデ ヨコナ デ 石 長 (1～ 4) ◎ D5

｝霊
口径 (320)
残高 103 口縁内面に刻目凸帯。

ヨコナデ ヨコナデ 石 長 (1～ 3) △ D5

霊

径
高
口
残
(252)
46
口縁内面に凸帯。 マメツ マメツ

石 長 (1～ 3)
金ウ

△ D4

一里
径
高
口
残
(104)
96
短い頸部は直立ぎみに立ち上
る。

マメツ マメツ 石 長 (1～ 3) ◎ D5

gE
径
高
口
残
(176)
56 大きく外反す

る口縁部。
タテハケ (6本
/cm)
→ヘラミガキ

ヨコヘラミガキ 石 長 (1～ 4) ◎ D4

壼
径
高
口
残
(130
30
口縁端に沈線文1条。 ヨコハ ケ マメツ 石 FR(1～ 3) ◎ D4

SR201埋土①出土遺物観察表 土製品

久米才歩行遺跡 4次調査地
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番号 器種 法畳 (cm) 形態・施文
調 整

胎 土 焼 成 備 考 図版
外  面 内  面

壷
径
高
口
残
(160
43 口縁端部に九みも

つ。無文。 マメツ マメツ 石 ` 長 (1～ 5) ◎ D6

壺
径
高
口
残
(144)
27 回縁端部が面をも

つ。無文。
ヨコナデ
→ヘラミガキ

ヨコヘラミガキ 石 。長 (1～ 2) ◎ D4

壺
口径 (124)
残高  31 口縁端部が面をもつ。無文。 ヨコナデ ヘラミガキ 石・長 (1～ 2) ◎ D4

壷 残高  40 口縁内面に凸帯。端面に無軸羽
状文。

ナナメハケ (5
本 /cm)
→ヨコナデ

マメツ 石 。長 (1～ 3) ◎ E6

霊 残高  37 口縁内面に凸帯。
ヨコハケ (5本
/cm)→
タテヘラミガキ

マメッ 石・長 (1～ 4) ◎ D5

重 残高  41 頸部に沈線文4条以上。 マメツ ヨコヘラミガキ 石・長 (1～ 2) ◎ D5

霊 残高  47
顕部に沈線文2条 +刺突文1段 +
沈線文l条。貼付凸帯上には連
鎖状刻目文が施される。

⑤タテハケ O
本/cm)

マメツ 石・長 (1～ 3) ◎ D4

一霊 残高  46
二枚貝腹縁による山形文2段 十

沈線文3条・2段 +下向き弧文 +
上向き弧文十山形文2段。

マメツ ナ デ 石・長 (1～4) ◎ D5

一霊 残高  59 頚部に貼付凸帯。凸帯上を刻みと押圧により施文。
マメツ ナ デ 石・長 (1～ 3) ◎ D4

155 一霊 残高  83 沈線文4条
十押圧による凸帯文2

条。
ヨコヘラミガキ ヨコナデ 石 。長 (1～ 2) ◎ E6

壺 残高  48 沈線文5条。 マメツ マメツ
石 。長 (1～ 2)

金ウ
◎ D6

157 鉢
径
高
口
残
(172)
46 折り曲げ口縁。

◎ヨヨナデ
マメツ

マメツ 石 。長 (1～ 3) ◎ D5

鉢 残高  47 貼付口縁。
Θ ヨヨナデ
タテハケ (5本
/cm)

マメツ 石・長 (1～ 2) ◎ D6

宣
径
高
底
残 厚みのある平底。 マメツ マメツ 石 。長 (1～ 6) △ D4ト レ

一霊
径
高
底
残
(128)
41
やや厚みのある平底。 ヨコナデ マメツ 石。長 (1～ 5) ◎ D4ト レ

霊
径
高
底
残
(124)
43 厚
みのある平底。

タテハケ (5～ 6
コト/cm)
→ヨヨナデ

ヨコナデ 石・長 (1～ 4) ◎ D4ト レ

士笠
狂ｔ
甘向

底
残 平底。 ヨコナ デ ヨコナ デ

石 長 (1～ 4)
金ウ ◎ D4

霊
底径 (100)
残高  35 厚い円盤】犬の底部。 ヨコナデ マメツ 石・長 (1～ 4) ◎ D6

士霊
底径
残高

やや上げ底ぎみの底部。 マメツ マメツ 石 長 (1～ 5) ◎ D4東ベルト

霊

径
高
底
残 やや上げ底ぎみの底部。 ヨコナデ ヨコナデ 石 長 (1～ 4) ◎ D6

壷
径
高
底
残

厚みがあり、やや上げ底ぎみの
底部。

ナ デ ナ デ 石・長 (1～ 4) ◎ D5

SR201埋土①出土遺物観察表 土製品

遺 物 観 察 表
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番号 器種 法量 (cm) 形態・施文
調 整

胎 土 焼成 備  考 図版
外  面 内  面

望

径
高
底
残 厚い円盤状の底部。 丁寧なナデ ナ デ 石・長 (1～ 4) ◎ D5

士霊
径
高
底
残 厚みのある平底。 ヨコナデ ヨコナデ 石・長 (1～ 4) ◎ D4

壺
径
高
底
残

平底。 ヨコナデ ヨコナデ 石・長 (1～ 3) ◎ D5

170 霊
底径  (70)
残高  51 厚みのある平底。 ヨコナデ ヨコナデ 石・長 (1～ 5) ◎ D5

士霊
径
高
底
残 厚みがあり、上げ底ぎみの底部。 マメツ ヨコナデ 石 長 (1～ 2) ◎ D4

望

径
高
底
残 厚みのある平底。 マメツ マメツ 石・長 (1～ 4) ◎ D4

一霊
径
高
底
残 厚みがあり、上げ底ぎみの底部。 指オサエ マメツ 石 。長 (1～ 5) ◎ D6

士宣
径
高
底
残 厚みがあり、上げ底ぎみの底部。 マメツ マメツ 石 。長 (1～ 5) ◎ D4

175 空
径
高
底
残 厚みのある平底。

タテハケ (7本
/cm)→丁寧な
ヨコナデ

ナデ 石 長 (1～ 4) ◎ D5

一霊
径
高
底
残 厚みのある平底。

タテハケ
→ナデ

ナ デ 石・長 (1～ 4) ◎ D5

空

径
高
底
残

上げ底。 ナ デ ナ デ 石 。長 (1～ 5) ◎ D4

甕
口径 (250)
残高   38 顎部

に押圧凸帯文。 マメツ マメツ 石 長 (1～ 2) ◎ D4

179 養
径
高
口
残
(196)
29 顎部に押圧凸帯文。

マメツ マメツ 石・長 (1～ 2) ◎ D4

奏 残高  49 頸部に押圧凸帝文。 マメツ マメツ
石・長 (1～ 3)
金ウ

◎ D4

甕 残高  26 頚部に押圧凸帯文。 マメツ マメツ 石 長 (1～ 4) ◎ D4ト レ

奏
径
高
底
残

上げ底。 丁寧なナデ 丁寧なナデ 石・長 (1～ 3) ◎ D6

甕
径
高
底
残

厚みのある、やや上げ底ぎみの
底部。

ヨコナデ ヨヨナデ 石・長 (1～ 3) ◎ D5

甕
径
高
底
残

上げ底。 マメツ ヨコナデ 石・長 (1～ 5) ◎ D4

甕
俵ｔ
甘回

底
残

上げ底。 マメツ ヨコナデ 石 ・長 (1～ 5) ◎ D4

一霊
径
高
口
残
(148)
33
口縁端部が面をもつ。頸部に沈
線文2条以上。

マメツ マメツ 石 長 (1～ 2) ◎ D5

187 霊
口径 (260)
残高  26

大きく外反する口縁内面に、削
り出し状の凸帯文3条。

Θヨコナデ
タテハケ (5～ 6
本 /cm)→ ヨコ
ナデ→ミガキ

ヨヨナデ 石・長 (1～ 3) ◎ D4

壷
口径 (204)
残高  30

上方に拡張された口縁端部に四
線文4条。

ヨコナデ ヨコナデ 石 '長 (1～ 3) ◎ D4

SR201埋土①出土遺物観察表 土製品

久米才歩行遺跡 4次調査地
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SR20刊 埋土①出土遺物観察表 土製品

表29 SR201埋土①出土遺物観察表 土製品

遺 物 観 察 表

香号 器種 法量 (cm) 形態・施文
調 整

胎  上 焼成 備 考 図版
外   面 内  面

霊

径
高
口
残
(190)
22
上下に拡張された口縁端部に凹
線文3条。

マメツ マメツ
石 長
金ウ

(1～ 3)
◎ D4

望
径
高
口
残
(144)
16
上下に拡張された回縁端部に凹
線文2条か。

マメツ マメツ 石 長 (1～ 3) ◎ D4

霊 残高  45 頸部に押圧 と刻みをも
つ凸帯

文。
マメツ マメツ 石・長 (1～ 3) ◎ D5

霊 残高  52 頸部に板状工具木田部による押
圧された凸帯文。

マメツ マメツ 石・長 (1～ 3) ◎ D5東 トレ

高lTh
径
高
口
残
(224)
48
口縁外面に沈線文1条。 タテハケ

タテハケ
→ヨコヘラミガ

キ
石 長 (1～ 3) ◎ D4東ベルト

高杯
径
高
底
残
(156)
46 凹線文5条、鋸歯状

の沈線文。 マメツ マメツ 石 長 (1～ 2) ◎ E6

表28 SR201埋土①出土遺物観察表 石製品

番号 器  種 残 存 材  質
法 量

備 考 図版
長さ(cm) 幅 (cm) 厚さ(cm) 重さ(g)

石庖丁 2/5 緑色片岩 (5778)
D5
弧背弧刃形。

石庖丁 緑色片岩 (100) 082 (7155)
D4
弧背直刃形。

石庖丁 1/4 緑色片岩 (52) 082 (2208) D4

石庖丁未製品 完存 緑色片岩 6024
D4
打裂段階。

石庖丁未製品 完存 緑色片岩 083
D5
打裂段階。

石庖丁未製品 緑色片岩 078 (1609)
D4
粗割段階。

敲石 ほぼ完存 緑色片岩
D4
粗割・打裂時の石器
製作工具

台石 完存
〔しそ輝石角閃
安山岩〕

4500
D6
風化著しく進行。

番号 器種 法量 (cmI) 形態・施文
調 整

胎  土 焼成 備 考 図版
外   面 内  面

深鉢 残高  32 日縁端に刻目。沈線による山形
文3条。

ナ デ ナ デ 石 長 (1～ 2) ◎ E6

204 奏
径
高
口
残
(175)
52
土師器。 象」落 剣落 石 長 (1～ 3) ◎ D4

高郭 残高  87 土師器。 マメツ マメツ 密 △ D4

甑 残高  58 把手部。 ナ デ 石・長 (1～ 2) ◎ D4

甑 残高  46 把手部。 ナ デ 密 ◎ E6

甑 残高  51 把手部。 ナ デ 石・長 (1～ 3) ◎ D4
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番号 器種 法量 (cm) 形態・施文
調 整

胎  士 焼成 備  考 図版
外   面 内  面

杯蓋
径
高
口
残
(12つ
40

天丼部と口縁部を分ける稜は、Ft
い。口縁部は垂下し、端部は内傾
する。

〇回転ヘラケズ
リ
Θ回転ナデ

回転ナデ 密 ◎ D5東 トレ

210 杯身
Sを言隅在そ(120)
残高  36

立ち上りを欠く。受部はほぼ水
平。

Θ回転ナデ
⑥回転ヘラケズ
リ

回転ナデ 密 ◎ D4

杯身
受部径 (122)
残高  30

立ち上りを欠く。受部はほぼ水
司
『
。

Θ回転ナデ
⑬回転ヘラケズ
リ

回転ナデ 密 ◎ D5

高 杯
口径 (120)
器高  55

つまみ部は天丼がわずかに凹
む。

〇回転ヘラケズ
リ
Θ回転ナデ

回転ナデ 密 ◎ D5

高郭 残高  49 短脚。透孔は長方形を呈し、3
方向。

回転 ナ デ 回転ナデ 密 ◎ D5

器 台 残高  44 波状文2段。 平行 タタキ 回転ナデ
密

長 ◎ D4

215 器台
径
高
底
残
(179)
53

ゆるやかに外反する裾部。ヨコ

ナデにより弱い凸帯文が形成さ
れ、その上段に波状文。

回転ナデ
回転ヘラケズリ
回転ナデ

密 ◎ D4

216 不身
径
高
口
残
(140)
28
立ち上りを一部欠く。受部はや
や上方にのびる。

◎回転ナデ
⑥回転ヘラケズ
リ

回転ナデ 密 ◎ D4

高郭
径
高
口
残
(104)
48

無蓋長脚高杯の杯部。低い突帯
を2条付し、突帯間には刺突列′点
文。

回転ナデ 回転ナデ 密 ◎ D4

高郭 残高  36 長脚2段透かし。透孔は長方形
で2方向。

回転 ナ デ ナ デ 密 ◎ D5

郭蓋 残高 宝珠様つまみ。
回転ナデ
ー部回転ヘラケ
ズリ

回転 ナ デ 密 ◎ D4

杯身
口径 X24
残高  25

立ち上りは強く内傾し、端部は
尖り気味に九く仕上げる。

Θ回転ナデ
⑥回転ヘラケズ
リ

回転ナデ 密 ◎ D5東ベルト

杯身
伝住
古回

口
残
(113)
23
立ち上りは内傾し、端部は尖り
気味に丸く仕上げる。

回転ナデ 回転ナデ 密 ◎ D4

222 杯身
径
高
口
残

立ち上りは内傾し、端部は九く
仕上げる。

回転ナデ 回転ナデ 密 ◎ D4

223 不身
受部径 (130)
残高  21 口縁部欠く。 回転ナデ 回転ナデ 密 ◎ D4

224 イ身 残高  31 口縁・受部ともに一部欠く。
Θ回転ナデ
⑪回転ヘラケズ
リ

回転 ナ デ 密 ◎ D5

郭身
径
高
底
残

底端部のやや内側に、「ハ」の
字形の高台を貼付する。

回転 ナ デ 回転 ナ デ 密 ◎ D4

長頭壺 残高  36 頸部片。 ナ デ ナ デ 密 ◎ D4

227 瓶 残高   45 肩部片。
延⊃回転ナデ
短⊃回転ヘラケ
ズリ

ナ デ 密 ◎ D5

直日五
仁生
古向

口
残
①つ
117
肩は張り、口縁部は短く直立す
る。把手が4方向に付 く。

回転ナデ 回転ナデ 密 ◎ D4ト レ

広口壺
径
高
口
残
(172)
41
口縁部は大きく外反し、端部は
下方に拡張する。

回転ナデ 回転ナデ 密 ◎ D4

広回壷
径
高
口
残

顕部はやや外傾し、口縁部は短
く外反する。

回転ナデ 回転ナデ 密 ◎ D4

SR201埋土①出土遺物観察表 土製品

久米才歩行遺跡 4次調査地
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番号 器種 法量 (cm) 形態 ,施文
調 整

胎  土 焼成 備 考 図版
外   面 内  面

高杯
底径  (68)
残高  18

脚部は外反し、脚端部は下方に
突出する。

回転ナデ 回転ナデ 密 ◎ D5

232 甕
径
高
口
残
(183)
76
口縁部は直立気味にやや内湾す
る。

回転ナデ 回転ナデ 咎 ◎ D5

233 甕 残高  50 顎部～胴上部片。
⑪回転ヘラケズ
リ
延⊃平行タタキ

Θ回転ナデ
廻⊃同心円文タ
タキ

密 ◎ D5

碗
径
高
底
残

緑釉陶器。底部に接して高台を
貼付する。

回転ナデ 回転 ナ デ 密 ◎ D4

235 碗
底径
残高

白磁。底部に接して、やや「ハ」
の字形の高台を貼付する。

回転ナデ 回転ナデ 密 ◎ D4

すり鉢
察ｔ
昔回

底
残
(196)
68 厚
みのある平底。 回転 ナ デ

回転ナデ
ーヨコヘラミガ
キ

密 ◎ D5

すり鉢
底径 (104)
残高  38 平底。

回転ナデ

⑥ヘラケズリ
ヨコヘラミガキ 石 。長 (2～ 4) ◎ D4

SR201埋土①出土遺物観察表 土製品

遺 物 観 察 表

表30 SX101出土遺物観察表 土製品

番号 器種 法量 (cm) 形態・施文
調 整

胎  土 焼成 備  考 図版
外   面 内  面

空 残高  72 票部下半に凸帯が1条巡る。 タケハケ (7本
/cm)

マメツ 石 長 (1～ 3) ◎ 弥生土器

239 士堕
夕住
古ロ

底
残 厚手の平底。 マメツ マメツ 石・長 (1～ 3) ◎ 弥生土器

鉢
径
高
底
残

やや厚手の上げ底。 マメツ タテミガキ 石・長 (1～ 4) ◎ 弥生土器

241 杯蓋
径
高
口
残
(114)
27
口縁部片。口縁部は垂下し、端
部はやや内傾する。

回転ナデ 回転ナデ 密 ◎

郭身
径
高
口
残

(1■2)

30

底部を欠く。立ち上りはやや内
傾する。受部は大くほぼ水平に
のびる。

Θ回転ナデ
④回転ヘラケズ
リ

回転ナデ 密 ◎

杯身
依仕
昔回

口
残
(109)
29

底部を欠く。立ち上りはやや内
傾する。受部は大く、ほぼ水平
に短くのびる。

回転ナデ 回転 ナデ 密 ◎

不身
径
高
口
残
(104)
21
底部を欠く。立ち上りは内傾す
る。受部は上方へのびる。

回転ナデ 回転ナデ 密 ◎

高 郭
径
高
底
残

脚柱部は、ゆるやかに外反して
開く。脚端はやや上方に突出す
る。

回転ナデ 回転 ナ デ 密 ◎ 外面自然釉

246 高杯 残高  57 脚基部は細い。
⑮回転ヘラケズ
リ
⑩回転ナデ

④回転ナデ 密 ◎

247 長頸重 残高  56 底部を欠く。胴部最大径の位置に凹線が1条巡る。

⑩回転ナデ
廻⊃回転ヘラケ
ズ 1ジ

回転ナデ 密 ◎ 外面自然釉

長顕壺 残高  99
やや肩が張る球形の胴部。肩部
に凹線2条施し、凹線間に刺突
斜線文。

⑩回転ナデ
廻⊃回転ヘラケ
ズ iジ

回転 ナ デ 密 ◎

249 甕
察仕
昔回

口
残
(354)
49

口縁は大きく外反する。櫛描き
波状文は凹線により区画され
る。

回転ナデ 回転ナデ 密 ◎
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表32 SR101出土遺物観察表 土製品

久米才歩行遺跡 4次調査地

表31 SX104出土遺物観察表 土製品

番号 器種 法量 (cm) 形態・施文
調 整

胎 土 焼成 備 考 図版
外  面 内  面

250 士霊 残高  36 弥生土器。沈線文3条。 タテハケ ナ デ
長 (1～ 2)
金ウ

◎ A3

杯蓋
径
高
口
残
(134)
29
口縁端部は丸く仕上げる。 回転ナデ 回転ナデ 密 ◎ A3

壺 残高  28 胴上半部片。 回転ナデ
回転ヘラケズリ

回転ナデ 密 ◎ A3

番号 器種 法量 (cln) 形態・施文
調 整

胎  土 焼成 備  考 図版
外  面 内  面

甕
径
高
口
残
(172)
35
土師器。口縁部は強く外反し、
端部は面取り風に仕上げる。

タテハケ (5本
/cm)

板状工具による
ヨコナデ

石・長 (1～ 2) ◎ B2rミ ,レ ト

254 杯蓋
口径 (124)
器高  26

天丼部と口縁部を分ける稜は消
失する。口縁端部は九い。

回転ナデ 回転ナデ 密 ◎ Al

庭 残高  50 口縁～頸部片。 回転 ナ デ 回転 ナ デ 密 ◎

甕
口径 (226)
残高  37

口縁部はゆるやかに外反し、端
部は、つまみ上げられる。

回転ナデ 回転ナデ 密 ◎

257 霙
口径 (242)
残高  51

口頭部は外反し、端部は上下に
やや拡張される。

回転ナデ 回転ナデ 密 ◎ Al

表33 掘立 1出土遺物観察表 土製品

番号 器種 法量 (cm) 形態・施文
調 整

胎  土 焼成 備  考 図版
外  面 閣  面

gE 残高  60 胴部は球形を呈する。 回転カキメ 回転ナデ 密 ◎ SP20

表34 SE101出 土

香号 器種 法量 (cm) 形態・施文
調 整

胎  土 焼成 備 考 図版
外  面 内  面

259 杯蓋
径
高
口
残
(113)
38
天丼部は比較的高く、かえりは
口縁端部より下方に伸びる。

〇回転ヘラケズ
リ
Θ回転ナデ

回転ナデ 密 ◎ 流入土
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表35 1区包含層出土遺物観察表 土製品

遺 物 観 察 表

(1)

番号 器種 法量 (cnl) 形態・施文
調 整

胎 土 焼成 備  考 図版
外  面 内  面

260 杯霊
径
高
口
残
(132)
43

天丼部と口縁部を分ける稜は消
失する。日縁端部は尖がり気味
に仕上げる。

〇回転ヘラケズ
リ
◎回転ナデ

回転 ナ デ 密 ◎ Ｂ２
帳

261 杯蓋
径
高
口
残
(109)
31
口縁部小片。 回転ナデ 回転ナデ 密 ◎ Ａ２

醒

262 ネ蓋
狂ｔ
甘画

口
残

かえりは口縁端部より下方にの
つヾる。

回転ナデ 回転ナデ 密 ◎ Ｂ２
帳

263 不蓋
径
高
口
残
921)
と4
かえりは口縁端部より下方にの
びる。

回転 ナデ 回転 ナデ 密 ◎

ンレ壁
　
層

東
チ
Ⅷ

264 イ身 残高  32 立ち上りは内傾する。受部は太
くやや上外方にのびる。

Θ回転ナデ
⑥回転ヘラケズ
リ

回転ナデ 密 ◎ Ｂ２
醒

265 杯

径
高
径

口
器
底

厚みのある平底。口縁は外方に
開く。

回転ナデ 回転ナデ 密 ◎ Ｂ２
醒

266 杯
狂仕
せ回

底
残

高台は、底部のやや内に「ノ

字形に貼付される。
」
回転ナデ 回転ナデ 密 ◎ Ｂ２

醒

267 高不 残高  65 脚部片。長方形の透孔を3方向
にもつ。

回転カキメ 回転 ナ デ 密 ◎

ンレ壁
　
層

東
チ
Ⅷ

268 壺
径
高
口
残
(146)
34
口縁部は、短く外反する。 回転ナデ 回転ナデ 密 ◎ Ａ‐

醒

269 壺
雰仕
せ回

回
残
(■ 0)

24 口縁部
は、下方に拡張される。 回転ナデ 回転ナデ 密 ◎

東壁 トレン

チ

Ⅷ層

碗
察生
昔ロ

ロ
残
(201)
79
ボウル形の器形。 ヨコヘラミガキ マメツ 長 (1～ 3) ◎

耳ヒ壁 トレン

チ

Ⅶ層

gR 残高  52 把手部。 マメツ マメツ 密 ◎ Ｃ‐
醒

272 郭身
径
高
口
残
(116)
18
立ち上りは内傾する。受部は太
くやや上外方にのびる。

回転ナデ 回転 ナ デ 密 ◎ Ｃ２
醒

273 長頭壺 残高  69 胴部最大径位置に凹線文1条。
廻⊃回転ナデ
⊂⊃回転ヘラケ
ズ i)

回転ナデ 密 ◎ Ｃ２
醒

すり鉢
径
高
底
残
(184)
50 底部片。

板状工具による
ケズリ

ナデ 長 (1～ 3) ◎
Cl
Ⅷ層

275 すり鉢
径
高
底
残
(120)
57 底部片。 回転ナデ ナデ 長 (1～ 6) ◎ Ｃ‐

醒

276 不 身 残高  26 受部は太く水平にのびる。 回転ナデ 回転 ナ デ 密 ◎ Ｂ．
曖

郭身
径
高
口
残
(100
29
立ち上りは内傾し、端部は尖る。
受部は太く、上外方にのびる。

回転ナデ 回転ナデ 密 ◎ Ａ．
醒

郭
径
高
底
残
(105)
■4
高台は底部に接して「ハ」
に貼付される。

字形
回転ナデ 回転ナデ 密 ◎ Ａ‐

醒

279 高邦
依任
せ回

底
残
(140)
25
脚部は外反気味に下がり、脚端
部付近に1条の凸線が巡る。

回転ナデ 回転ナデ 密 ◎ Ａ‐
醒

すり鉢
径
高
底
残
(165)
36 底部片。 回転 ナ デ ナデ 長 (1～ 5) ◎ 川

醒

皿
径
高
底
残 底部片。

回転ナデ

⊂Dヘラ切り
回転ナデ 密 ◎

２

層

Ｂ

Ｖ
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久米オ歩行追跡4次調査地

I区包含層出土遺物観察表 土製品 ②

,そこ:ヽ
,,す |

一蒸
一

ｉ
麟
一議

調 麹

胎 主 麟 確
―
警 醜

外 ・爾: 凸 ―面

282 杯
．お

う購
姉

高合は療部に機して 「ヽハ」宇
形t朝占付される。

回転ナデ 回転ナデ 密 ◎
２
層

３

Ｖ

283 杯議 離 !解
日縁部片。日縁部は垂下し、端
部は内懐|する。

回転ナデ 回転ナデ 密 ◎
２
層
Ａ

Ⅳ

284 麟 壷
口径 G81
残高  3.4

口顕部は短く直立する。 回転ナデ 回転ナデ 密 ◎

北墜トレン
チ
I層
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1.

(1)

第 4章 久米才歩行遺跡 5次調査地

調査の経緯

調査 に至る経過 (第 2・ 56図 )

本調査は、松山市の指定する埋蔵文化財包蔵地『No126 高畑遺物包含地』内における宅地造成工

事に伴う事前の発掘調査である。調査地は、重信川中流右岸の小野川扇状地と、石手川扇状地との間

に形成された洪積台地上、標高34.Omに立地する。同包含地内には、調査地北東130mに 8世紀代の

掘立柱建物を検出した南久米町遺跡 1～ 3次調査地、南久米沖台A、 南久米沖台B遺跡があり、北西

140mに は、中世～近世の集落関連遺構を確認した北久米町屋敷遺跡 1次・ 2次調査地がある。

すでに、久米才歩行遺跡では4次の調査が実施され、弥生時代～中世までの集落跡が確認されてい

る。

このことから、松山市教育委員会文化教育課は当該地の埋蔵文化財の有無と、遺跡の範囲や性格を

確認する必要があるため、平成11年 2月 1日 に試掘調査を実施した。

試掘調査では、対象地内に3本の試掘 トレンチを設定した。地表下20calの第Ⅵ層責色粘土層上面で

は柱穴・溝・土坑を確認し、古墳時代の須恵器片や中世の上師器片等の遺物が出土した。

これらの結果を受け、当該地における遺跡の取 り扱いについて、松山市教育委員会文化教育課と地

権者は協議を重ね、開発工事によって失われる遺跡に対し、記録保存のための発掘調査を実施するこ

とになった。

調査は、調査地及び周辺地域における弥生時代～中世の集落の広がりや、集落構造の解明を主目的

に、財団法人松山市生涯学習振興財団埋蔵文化財センターが主体となり、申請者の協力のもと平成11

年 4月 8日 に開始した。

(2)調査の経緯 (第 57～ 59図 )

調査地は、来住台地の北端を流れる堀越川の北側に位置し、標高は34mを測る。調査対象面積は

790,31♂である。当地は調査以前に水田として利用されていた。以下、調査行程を略記する。

1999年 4月 8日 、表土制ぎ取 り作業を開始する。試掘調査の結果と調査期間を考慮したうえで、重

機を併用して第Ⅵ層黄色粘土 (地山)上面での剥ぎ取 りを行う。 9日 より人員を配して本格的な調査

を開始する。遺構検出作業を行った結果、柱穴、溝、土坑等の遺構を確認した。 4月 15日 、遺構検出

状況の写真撮影をする。 4月 19日 、遺構の掘り下げ作業を開始する。調査区内に国土座標系第Ⅳ系か

ら国土座標 4点 Ml=X90219,Om Y-64644.Om、 M2=X90228.Om Y-64639.Om、 M3=X

90215.Om Y-64620.Om、 M4=X90224.Om Y-64620.Omを 設置し、同時に3m四方のグリット

を設定し、グリット名は北から南へA～ G、 西～東へ 1～ 13と した (第 58図 )。 4月 22日 、遺構の測

量を開始する。 4月 28日 にはSDl、 SD2の掘 り下げを終了し、測量を開始する。南・西部の擁壁

工事始まる。 4月 30日 、SDlの 範囲確認のため、調査地南西の隣接地にトレンチを設定した。これ

は、安永ユリヱ氏の協力によるものである。 5月 10日 、掘立柱建物群の測量開始。 6月 2日 には、調

査区西部の調査を終了し、遺構完掘状況写真の撮影をする。 6月 3日 、重機により調査区西部を埋め

戻す。翌 4日 には調査区東部の掘削を開始し、遺構検出作業を行う。 6月 10日 、遺構検出状況を撮影
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調 査 の 経 緯

する。調査区西部と同様に3m四方のグリットを設定する。遺構の掘 り下げを開始。 6月 14日 には、

各遺構の測量を始める。 6月 22日 、遺構完掘状況の写真を撮影する。 6月 26～ 28日 には、調査地東側

にトレンチを設定し、SDl,2・ 4の範囲確認をする。 6月 30日 には、出土遺物と発掘機材を搬出

し、野外調査を終了する。

(3)調査組織

調 査 地 松山市南久米町468-1

遺 跡 名 久米オ歩行遺跡 5次調査地

調査期間 1999(平成11)年 4月 8日 ～1999(平成11)年 6月 30日

調査面積 790.31♂

調査委託 安永ユリヱ

調査担当 小笠原菩治 。河野史知

第57図 調査地位置図 (S-1:1,000)
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久米オ歩行遺跡尋玖調査れ

358図 調査地区割図 (s幸 113001

-96-



一
　

　

‐９

　

　

　

一

（
Ｓ
＝

１

中
２

０

０
）

第59図 遺構配置図



久米才歩行遺跡 5次調査地

2.層 位 (第 60。 61図 )
調査地の基本土層は、第 I層耕作上、第Ⅱ層旧耕作土、第Ⅲ層床土、第Ⅳ層掲色土～褐灰色上、第

V層黒色上、第Ⅵ層黄色粘土 (地山)である。各遺構は、第Ⅵ層上面で検出した。

第 I層 :現代の水田耕作層である。

第Ⅱ層 :現代の水田耕作層の下層にあり、昭和期の耕作層である。

第Ⅲ層 :水田層下の床上である。

第Ⅳ層 :ほ ぼ調査区全域でみられるが北部に厚 く堆積する。層厚 4～ 18cmを 測る。色調から3分層

した。

第Ⅳ-1層 は褐灰色土で、南西部に部分的に分布する。層厚 2～ 10cmを 測る。第Ⅳ-2層 は褐色土

で、北東部から南西部にかけて厚 く堆積する。層厚 4～ 18cm。 第Ⅳ-3層 はにぶい褐色上で、北部と

東部に部分的な分布をみせる。層厚 2～ 4 cm。

第V層 :調査区南半に厚 く堆積 し、調査区中央部付近で消失する。層厚15～ 22cmを測る。混入土壌

の差から3分層した。

第V-1層 は黒色上で、南西部に厚 く分布する。層厚は4～ 22cmを測る。ttV-2層 は黒色土に灰

色土と若干の砂が混じる層で、北壁の一部に見られる。層厚 4～ 8 cmを 測る。第V-3層 は黒色土に

粒状の責色粘上が混じる層で、北壁の一部と南西部に途切れながら帯状に分布する。層厚 3～ 9 cmを

測る。

第Ⅵ層 :調査区の基盤層で、本層位上面が遺構検出面になる。地形測量の結果、本層上面は調査区

北東部から南西部にむけて緩傾斜している。混入土壊の違いにより2分層される。

第Ⅵ-1層 は責色粘上で、調査区ほぼ全域に見られる。第Ⅵ-2層 は黄色微砂質上で、北東部の北

壁に部分的に見られる。層序的には第Ⅵ-1層 とほぼ同位である。

3.遺構と遺物
調査では、弥生時代～中世の遺物と遺構を検出した (第 59図 )。 遺構は竪穴式住居址 2棟、掘立柱

建物址 4棟、溝 7条、土坑 4基、性格不明遣構 1基である。遺物は主に遺構からの出土品であり、弥

生土器、須恵器、土師器、瓦器、備前焼き、石器等が出上している。

以下、時代ごとに遺構と遺物の説明をする。
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遺 構 と 遺 物

〔1〕 弥生時代

(1)土 坑
SK4(第 59・ 62図 )
調査区中央部北壁沿い、B9区 に位置する。平面形態は、遺構が調査区外に展開するため特定でき
ない。規模は東西1.2m、 南北0.8m、 深さ60cmを 測る。断面形態は舟底状を呈 し、埋土は黒色上で、

下部には淡黄色上が混入する。遺物は、弥生土器の細片が 1点出上している。

時期 :遺構からの出土遺物が少なく、時期の特定はし難いが、ここでは弥生時代以降としておく。

H3420m

(S=1:40)

第62図 SK4測 量図

第 I層 :耕作土
第‖層 :旧耕作土
第Ⅲ層 :明掲色土
第Ⅳ層 :掲色土
1:黒色土
2:黒色土+淡黄色粒状 (少 )
3:黒色土+淡黄色粒状
4:黒色土十淡黄色粒状+掲色土 (多 )

(2)  溝

SD6(第 59・ 63図 )

調査区東部、D12～ F12区 に位置 し、南北に走る溝で SD2、 SD4、 SD5、 SXlに切られる。
SD7と の切り合い関係の確認に努めたが、判断できなかった。溝は遺存状態が悪 く、ごく浅い溝で

ある。規模は検出長 9m、 幅30～ 65cm、 深さ2～ 5 cmを測る。断面形態はレンズ状を呈する。埋土は

黒褐色土である。遺物の出土はない。

時期 :出土遺物がなく、時期の比定は困難であるが、 SXlと の切 り合い関係から、ここではSX
l構築以前で、弥生時代とする。

SD7(第 59・ 63図 )
調査区東部、D12～ E12区 に位置 し、北東から屈曲しながら南に走る溝で、 SXlに 切られる。遺
存状態は悪 く、ごく浅い溝である。規模は検出長3.30m、 幅16～ 34cm、 深さ2～ 4 cmを測る。断面形

態は、レンズ状～逆台形状を呈する。埋土は黒褐色上である。出土遺物はない。

時期 :遺構の時期を比定しうる出土遺物がなく、時期の比定はし難いが、 SXlと の切 り合い関係
から、ここではSXl構 築以前で、弥生時代とする。
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久米才歩行遺跡 5次調査地

H34.00m                              B B,

1               1

H3400m C C.

H34.00m

1

D DI

1.黒掲色土

(S=1:40)

第63図 SD6(北 側)。 SD7測 量図

(3)性格不明遺構
SXl(第 59・ 64図 )

調査区北東部隅C13～ D13区 に位置し、 SD6、 SD7を 切る。南北に長い不定形な遺構で、遺構
の北半は調査区外に続 く。規模は東西2.5m、 南北4.3m、 深さ40cmを 測る。埋土は上部が黒色上、下

部がオリーブ黒色上になる。遺物は、弥生土器の小片と石製品が数点出上している。

出土遺物 (第64図 )

1は緑色片岩製石庖丁の未製品である。扁平な長方形態の素材で、両面は自然面を残す。背部には

数ケ所に打裂痕が見られ、刃部は大きく剥離している。

時期 :遺構の埋没時期は、出上した遺物から弥生時代である。
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遺 構 と 遺 物

1.黒色土
2.オ リーブ黒色土

H.34.00m

ギ
二一 9¶ 9

1 0cn

(S=1:3)

第64図 SXl測 量図・出土遺物実測図
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久米才歩行遺跡 5次調査地

〔2〕 古墳時代

(1)竪穴式住居llL
SBl(第 59・ 65図、図版 19・ 22)

調査区南西部隅、C,Dl～ 2区に位置する。遺構の西半は調査区外へ続き、遺構のほぼ全体を S
B2に切られる。遺構の遺存状況は悪 く、周壁溝と主柱穴 (Pl,P2)と を検出した。遺構の平面
形態は隅丸方形を呈するとみられ、規模は南北検出長2.80m、 東西検出長2.20mを測る。主柱穴の規

模は直径20～ 24cm、 深さ21～ 24cmである。主柱穴の埋土は黒色土 (黄色土含)である。周壁溝の規模

は幅 6～ 20cm、 深さ2～ 3 cmを測る。遺物は、土器小片があり、このなかには貝殻施文をもつ弥生前

期の壼胴部片 (2)がある。

時期 :出土遺物は古い時代の混入品とみられ、 SB2と の切 り合い関係から5世紀代とする。

SB2(第 59・ 65図、図版19)

調査区南西部隅C・ Dl～ 2区に位置する。遺構の西半は調査区外へ続き、 SBlを 切る。平面形
態は隅九方形を呈するとみられる。規模は南北4.Om、 東西検出長3.30mを測る。周壁溝は幅 7～ 42cm、

深さ2～ 4 cmを測る。主柱穴は4基 P3～ P6で、埋土は、責色土を含む黒色土である。周壁溝と、

周壁溝東辺から延びる間仕切 り状の小溝 3条 (Dl～ D3)を 確認した。規模は、小溝 1(Dl)は

検出長0,9m、 幅14cm、 深さ13cm、 小溝 2(D2)は 検出長0.65m、 幅20cm、 深さ 6 cm、 小溝 3(D3)
は検出長0,7m、 幅20cm、 深さ 9 cmを測る。小溝 1～小溝 2の距離は1.50mで ある。炉及びカマ ドとみ

られる施設は未検出である。住居址内中央部付近には、不整形な浅いくぼみを検出したが、灰や焼土

は確認できなかった。住居址内からの遺物の出土はない。

時期 :遺構の時期を比定できる出土遺物がなく、遺構の時期特定はし難いが、「久米常堰遺跡」

(『松山市埋蔵文化財調査年報Ⅱ』 1989)で検出された竪穴式住居J■の検出例に類似することから、

本住居l■の廃棄・埋没時期をここでは 5世紀代としておく。

(2)掘立柱建物址

掘立 1(第59・ 66図 )

調査区北部中央、BoC7～ 8において検出した建物址である。北辺の一部は調査区外に続く。規
模は 2間 (3.8m)× 2間 (3.6m)以 上の建物で、軸方向は12° 東に振る。柱間は東西1.9～ 1,9m、 南

北 1.75～ 1.85mを測る。柱穴の平面形態は方形～円形を呈し、規模は径50～ 60cm、 深さ33～ 46cmを測

る。柱穴埋土は褐灰色上、淡責色土および両者の混合土からなる。柱穴からは須恵器杯蓋 1点 (Pl)
と、土師器の小片が少量出上している。

出土遺物 (第66図 )

3は須恵器のlTh蓋である。口縁部はほぼ垂直に下り、回縁端部は凹面を呈する。

時期 :出土した須恵器片の特徴から、本建物址の時期は 5世紀末～ 6世紀初頭以降になる。

掘立 2(第 59・ 67図 )

調査区北西部、A・ B2区～A・ B4区において検出した建物址である。本建物l■の南部から東部
には、逆「L」 字状に柵列SAlが取り付 く。本建物址の北辺部は調査区外に続く。主軸は11°東に
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遺 構 と 遺 物

P3                    (:) P4
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0            5           1 0cm

(S=1:3)

第65図  SBl ・ SB2測 量図・ SBl出 土遺物実測図
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久米才歩行遺跡 5次調査地

W粥・,げH

1.褐灰色土
2.淡黄色土
3,1に 2の小塊が混入
4.?に 1の小婉が混入

0(Pl)

(S-1:.3)

第66図 掘1立 1測量図・ 出土遺物葉測図
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遺 構 と 遺 物

振 り、掘立 1と ほぼ等 しい軸方向を持つ。規模は 2間 (3.8m)× 2間 (3.4m)以 上で、柱間は東西

1.8～ 2.Om、 南北1.6～ 1.8mを測る。柱穴の平面形態は円形を呈し、規模は径15～ 22cm、 深さ7～ 28cm

を測る。柱穴埋土は黒色上で、淡黄色上が混入するものがある。柱穴からは、弥生土器の細片が少量

出上している。

時期 :本建物址からは時期を比定しうる出土遺物がなく、遺構の時期は特定できない。ただし、南

部及び東部にSAlが 取り付 くとするならば、SAl出 土遺物の特徴から6世紀代となる。

掘立 3(第 59。 68図 )

調査区中央やや西部、C,D5区 ～C・ D6区で検出した建物址である。掘立 3柱穴の一部はSK
2床面にて検出し、 SK2に 切られている。規模は 2間 (4.Om)× 2間 (3.9m)の 総柱建物l■で、
柱間は東西1.9～ 2.Om、 南北1.9～ 2.Omを 測る。柱穴の平面形態は円形を呈し、規模は径25～ 45cm、 深

さ38～ 65cmを 測る。柱穴埋土は褐灰色土で、一部に責色粘土を含んでいる。柱穴Plか らは須恵器小
片と土師器細片が少量出土している。

出土遺物 (第 68図 )

5は須恵器杯蓋の口縁部である。口縁部は直に下 り、端部は凹面をなす。

時期 :出土遺物と埋土から、本建物址の時期は 6世紀代とする。

掘立 4(第 59・ 69図 )

調査地中央部、D7・ 8区において検出した。規模は 1間 (2.4m)Xl間 (2.lm)を 測る。柱穴
の平面形態は円形を呈し、規模は径25～ 40cm、 深さ20～30cmを測る。柱穴埋土は黒褐色上で、柱穴か

らの遺物の出土はない。

時期 :時期を比定できる遺物の出土はないが、本建物址の主軸方位や柱穴の規模等は掘立 3と 類似

する。したがって、本建物址の時期は掘立 3と 同時期とし、 6世紀代とする。

(3)  オ‖ト  アJ

SAl(第 59・ 67図 )
調査区北西部、B2～ BoC4区 に位置する。掘立 2に取 り付 くとみられる。掘立 2の南部及び東
部を逆「 L」 字状に囲うようにあり、東部は北方に続 く。柵列の規模は東西 2間 (5。 10m)、 南北 1

間 (2.70m)以上である。柱穴の平面形態は方形～円形を呈し、規模は径20～ 30cm、 深さ19～ 27cmを

測る。また、掘立 2に対するSAlの 南辺及び東辺の距離は南辺1.55m、 東辺1.30～ 1.35mを測る。
柱穴埋土は掲灰色土で、責色粘土が混入するものもある。柱穴Plか らは、須恵器の小片と弥生土器
の細片が数点出土している。

出土遺物 (第 67図 )

4は須恵器杯蓋の口縁部である。日縁部はほぼ直に下り、端部は凹面をなす。

時期 :出上 した須恵器片の特徴から、遺構の時期は 6世紀代とする。
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久米才歩行遺跡 5次調査地

W00,8H

1.黒色土
2, 1に淡黄色上の小沈が混入
3.掲灰色土
4.3に黄色粘上の小塊が混入

4m
0           5          1 0cm

(S=1:3)

第67図 掘立 2・ SAl測量図・ SAl出土遺物実測図

(S=1:40)
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久米才歩行遺跡 5次調査地

Luoo,9H

1翌 。Om

1.黒掲色土

第69図 掘立 4測量図

〔3〕 中 世
(1)  I帯子

SDl(第 59。 70図、図版20)

調査区南部、El～ H19区 に位置し、東西に走る溝である。規模は検出長55m、 幅10～ 60cm、 深さ

8～ 10cmを測る。断面形態は船底状を呈する。埋土は黒色土で、部分的に責色粘土や褐色上が混入す

る。断面観察からは、砂層や礫層の堆積はみられない。遺構からは弥生土器、須恵器、土師器、瓦器、

備前焼小片が出上している。

出土遺物 (第71図 )

6は鍋の口縁部片である。口縁端部は面をなし、凹みをもつ。 7は須恵器の高杯の口縁部で、端部

は丸 くおさめる。

時期 :出土した遺物から、遺構の埋没時期は15世紀代である。
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遺 構 と 遺 物

‖.34 20m    A  AI

B   BI

H3420m C   C'

H3420m D   DI

1
1

H3420m

(S=1:40)

第 I層 :耕作±  1:黒 色土
第 ‖層 :旧耕作± 2:黒色土+黄色粘土
第Ⅲ層 :床±   3:黒 色土+黄色粘土+掲色土
第Ⅳ層 :掲灰色土

第70図 SDl・ SD2測 量図

E   EI

F   F'

5m
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久米才歩行遺跡 5次調査地

戒
0          5         1 0cm

(S=113)

第71図 SDl出 土遺物実測図

SD2(第 59。 70図、図版20)

調査区南部、E6～ F13区に位置し、 SDlと 並行して走る溝で、 SD6を 切る。溝の東半は 2条

に分かれる。規模は検出長38m以上、幅50～ 130cm、 深さ20～ 25cmを 測る。断面形態は船底状を呈す

る。埋土は黒色土で、砂層や礫の堆積はみられない。遺構からは弥生土器、須恵器、土師器、瓦器、

備前焼の小片が出上している。

出土遺物 (第72図 )

8は東播系捏鉢の口縁部である。 9は須恵器で、高台付の碗になる。10は備前焼の悟鉢で内面に9

条の櫛描条線が放射状に施される。

時期 :出土した遺物から、遺構の埋没時期は15世紀代である。

(S=1:3)

第72図 SD2出 土遺物実測図

SD3(第 59・ 73図 )

調査区西部南、D3～ E5区に位置し、北西から調査区南壁へ走る溝で、南部は調査区外に延びる。

溝の遺存状態は悪 く、西部の竪穴住居址 SBl・ 2付近で消失する。規模は検出長6.5m、 幅30～65

C14、 深さ8～ 5 cmを測る。断面形態はレンズ状を呈する。埋土は黒褐色上である。遺構からは、土師

器片が少量出上している。

時期 :出土遺物が小片のため、時期を特定することは困難であるが、ここでは古墳時代以降とする。
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久米才歩行遺跡 5次調査地

SD4(第 59。 75図 )
調査区東部、B～ E10区 ～E13区 に位置し、北から東に「 L」 字状に走る溝である。遺構は、第Ⅵ

層責色粘土上面で検出した。規模は検出長南北7.4m、 東西検出長29m、 幅80～ 150cm、 深さ10～ 30cm

を測る。断面形態はレンズ状～逆台形状を呈する。埋土は黒褐色土で、黄褐色粒が混入する。断面観

察では、砂や礫の堆積はみられず、流水溝ではない。遺構からは弥生土器、須恵器、土師器、土釜の

小片数点が出土した。

出土遺物 (第 74図 )

■は弥生土器。平底の底部である。12は須恵器の底部である。底部は回転糸切 り痕が残る。13は須

恵器高台付 きの杯である。高台の接合部は胴体部と底部の境付近に付 く。14は土師質の三足付土釜ま

たは鍋の脚部である。

時期 :出土遺物から、遺構の時期は14～ 15世紀代である。

~□ ~94

0            5          1 0cm

(S=1:3)

第74図 SD4出 土遺物実測図

SD5(第 59・ 76図 )
調査区東部、E■～E13区に位置し、SD6を 切つて東西に走る溝である。遺存状態は悪 く、ごく
浅い溝である。規模は幅10～ 40cm、 深さ2～ 5 cm、 検出長7.5mを 測る。断面形態はレンズ状を呈す

る。埋土は黒褐色上である。遺構からは、須恵器片と瓦器碗底部片が少量出上している。

出土遺物 (第 76図 )

15は土師皿の底部である。底部に回転糸切り後の、板状圧痕が見られる。

時期 :出土遺物から、遺構の時期は13世紀代である。

(2)土 坑
SKl(第 59。 77図 )
調査区中央部、D8区 に位置し、SK3に 切られる。平面形態は不整形な円形である。規模は東西
2.10m、 南北 1.65m、 深さ16cmを 測る。断面形態は舟底状を呈する。埋土は上部が褐灰色上で、下部

が淡黄色土である。遺構からは弥生土器、須恵器、土師器、瓦器の小片が数点出土している。
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遺 構 と 遺 物
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第75図 SD4測 量図
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遺 構 と 遺 物

出土遺物 (第 77図 )

16は壷形土器の口縁部である。端部には、凹線文を 3条施す (弥生中期後半 )。 17は土師器の杯で

ある。底部に回転糸切り痕を残す。18は須恵器杯身の口縁部である。19は和泉砂岩を石材とした砥石

である。一面はやや凹む。

時期 :出土遺物17の特徴から、遺構の廃棄・坦没時期は中世にする。

SK2(第 59'78図 )

調査区中央部、D6区に位置し、掘立 3を 切る。平面形態は不整形な楕円形である。規模は長軸

1.90m、 短軸0,65m、 深さ14cmを 測る。断面形態は皿状を呈する。埋土は褐灰色土である。床面では

掘立 3の柱穴 1基を検出した。遺構から遺物の出土はない。

時期 :遺構の埋土が SKlに類似することから、遺構の廃棄・埋没時期は中世とする。

SK3(第 59・ 78図 )

調査区中央部、D・ E8区に位置し、SKlを 切る。平面形態は南北に長い楕円形である。規模は

東西0.5m、 南北1.Om、 深さ14cmを 測る。断面形態はレンズ状を呈し、埋土は褐灰色土である。遺物

は弥生土器、土師皿の細片が少量出土している。

時期 :遺構の切り合い関係と出土遺物から、遺構の廃棄・埋没時期は中世になる。

〔4〕 その他の遺構と遺物 (第 79図 )

調査地内からは、87基の柱穴及びイ↓ヽ穴が検出された。柱穴からの遺物の出土は少ない。ここでは表

採の資料も合わせ、図化できる土器に限り資料の提示を行う。

(1)柱穴出土遺物
20は S P51出 上で、弥生時代の甕形土器口縁部片である。顎部内面に稜をもつ。21は S P26出 上で、

土師器の杯で体部下半に稜をもつ。底部は回転糸切 り。13世紀代。

(2)出土地不明遺物
22は須恵器高杯形土器の脚部である。透かし了しの一部が残る。裾部は短 く内湾する。23は土師質碗

の底部である。高台は断面三角形を呈し、胴都と底部の境付近に貼 り付ける。24は肥前系皿の口縁部

である。灰オリーブ色の釉がかかる。251ま龍泉系青磁碗の底部である。内面見込みには花文のスタン

プが見られる。高台断面は四角形で削り出す。261ま土師質三足付羽釜の口縁部である。口縁下に九み

を帯びた「コ」の字状のタガが貼 り付 く。27は土師質三足付羽金の口縁部である。口縁下に断面三角

形のタガが貼 り付 く。

4.小 結
今回の調査では、弥生時代から中世までの遺構を検出した。

弥生時代 :弥生時代の遺構にはSK4、 SD6・ 7、 SXlが ある。遺物は少なく、ピット内出土
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遺 構 と 遺 物
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20:SP5ヽ
21:SP26
22～27:出土地点不明

0           5          1 0cm

(S=1:3)

第79図 桂穴及び出土地点不明遺物実測図

品や表採資料が多数をしめる。久米才歩行遺跡では、これまでに南側の 2～ 4次調査地で弥生時代の

遺構と遺物を確認している。今回の資料は、弥生集落の範囲が、追跡の北東部にも広がることを知る

資料になった。

古墳時代 iSB2は 5世紀代の竪穴式住居址で住居内部に小溝をもつ。竪穴式住居址内に間仕切り

状の小溝を持つ住居址は、東本遺跡 4次調査地 2区で検出された円形の大型竪穴式住居l■ S B203や 、

北久米常堰遺跡の方形竪穴住居址 SBl等 があげられるが、平野内での資料数は少ない。竪穴式住居

の構造研究にとっては貴重な資料である。

6世紀代の掘立 2は、南部から東部に柵列 (SAl)を 付設している可能性が高い。 6世紀代の柵

列を伴った掘立柱建物址の検出は希少であり、注目される。

総柱建物址の掘立 3と掘立 4は、建物の軸方向や南北の柱間がほぼ同様であることから、同時期の

建物址と思われ、集落構造が知られる良好な資料である。

中世 :中世の溝 SD4は 、調査区内東部を北から東へ「 L」 字状に走る溝である。内部施設は確認

できなかったが、区画溝の可能性が高い。なお、近隣の北久米町屋敷遺跡からは、出土遺物や方位が

SD4と 同じ溝が検出されている。

東西に平行して走る溝 SDl及 びSD2は 、出土遺物の内容から同時期の遺構といえる。 SDlは
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久米才歩行遺跡 5次調査地

55m以上、SD2は 38m以上となり、その性格は、区画溝または道路が考えられる。
今回の調査では、久米才歩行遺跡の古墳時代と、中世の居住域を特定する資料が得られた。くわえ

て、わずかではあるが当時の集落構造を解明する資料が得られている。今後は、同時代集落の範囲確

認と、古代の来住台地上に展開する官行遺跡群や、中世の北久米町屋敷遺跡との関連を検討する必要

がある。

表36 竪穴式住居址一覧
竪穴
(SB)

時 期 平面形
規模(m)

長さ(長径)X幅 (短径)X深さ
埋 と
床面積
(鷲 )

主柱穴
(本 )

内部施設
周壁溝 備 考

高床 土坑 炉 カマド

l 5世紀代 隅丸方形 280× 220 黒色土 2+α ○ SB21こ切られる。

2 5世紀代 隅九方形 400× 330 黒色土 4 ○ SBlを切る。

表37 掘立柱建物 l■一覧

霧立 嬢
①

方向
桁 行 梁 行

方 位 床面積
(だ )

時 期 備 考
実長(m) 柱間寸法(m) 実長(m) 柱関寸法(m)

l 2X2 東西 19・ 19 36+α 175 185 E-12° 一N 1296+α 5世紀以降

2 2X2 東西 185  195 34+α E-115° 一N 1295+α 6世紀代

3 2× 2 南北 195・ 205 ■9・ 20 E―光75° 一N 1444 6世紀代

4 1× ユ 東 西 23-24 20～ 21 E-25° 一N 6世紀代

表38 溝
溝
(SD)

地   区 断面形
規模 (m)
長さ×幅×深さ

方  向 埋   土 出土遺物 時 期 備  考

ユ El～ H19 舟底状 550× 01～ 06X008～ 01 東西 黒色土
恵
器
須
瓦

生
師
前

弥
土
備

15世紀代

2
E6～ E10
F10～ F13 舟底状 380X05～ 13× 02-025 東西 黒色土

恵
器
須
瓦

生
師
前

弥
土
備

15世紀代 SD6を切る。

3 D3 E4・ E5 レンズ状 65X03-065X003-005 北西～南東 黒褐色土 土 師 古墳以降

4
B10～ E10～
E13

レンズ状～

逆台形状
364X08～ 15X001～ 03 東～北

黒褐色土
(責褐色粒混)

弥生 須恵
土師

14～ 15世紀 SD6を切る。

5
Ell～ E13
F12・ F13

レンズ状 75× 01～ 04X002～ 005 東西 黒褐色土 須恵・瓦器 13世紀代 SD6を切る。

D12 E12 レンズ状 90X03-065× 002-005 南北
東西

黒褐色土 弥生
SD2 4 51こ
切られる。

7
C12・ D12
E12

レンズ状～

逆台形状
33X016-034X002-004 北東～南 黒褐色土 弥生

表39 土坑
土坑
(SK)

地 区 平画形 断面形
規模(m)

長さ(長径)X幅 (短径)X深さ
床面積
(�)

坦  土 出上遺物 時 期 備 考

1 D8 不整円形 舟底状 21X165× 016 褐灰色土
恵
器
須
瓦

生
師
弥
土

中世
SK3に切ら
れる。

2 D6 不整形～

楕円形
llll状 19× 065× 014 褐灰色土 中世

掘立3を切
る。

3 D・ E8 楕円形 レンズ状 10X05 ×014 褐灰色土 弥生 土師 中世 SKlを切る。

4 B9 円形 舟底状 12X08 ×06 075 黒色土 弥生 弥生以降

表40 性格不明遺構一覧
錦
利
麟
ｍ

地区 平面形 断面形
規模 (m)

長さ(長径)X幅 (短径)X深 さ
床面積
(∬ )

埋  土 出土遺物 時 期 備 考

l
C13
D13 不定形 不定形 43× 25 X04 黒色

オリーブ黒色
弥生
石製品

弥生 SD6を切る。
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表42 SBl出 土遺物観察表 土製品

遺 物 観 察 表

表41 SXl出 土遺物観察表 石製品

番号 器  種 残 存 材  質
法 量

備 考 図版
長さ(cm) 幅 (cm) 厚さ(cm) 重さ(g)

1 石庖丁 ほぼ完形 緑色片岩 152 未製品

番号 維 法量 (cm) 形態・施文
調 整 色調

t織審;
土
成

胎
焼 備考 図版

外  面 内 面

2 士霊 残高  31 貝殻施文。 マメツ ナ デ
乳灰色
乳灰黄色

石。長 (1～ 4)
○

表43 掘立 1出土遺物観察表 土製品

番号 器種 法量 (c14) 形態・施文
調 整 色調

1織零!
生
成
胎
焼 備考 図版

外 面 内 面

3 不蓋
径
高
口
残
(13①
32
口縁はほぼ直に下がる。端部は
四面をなす。

回転 ナ デ 回転ナデ
灰色
灰色

密

◎

表44 SAl出 土遺物観察表 土製品

番号 器種 法量 (cm) 形態・施文
調 整 色調

t待署;
土
成

胎
焼 備考 図版

外 面 内 面

4 杯蓋
径
高
口
残
(138)
26
口縁はほぼ直に下がる。端部は
凹面をなす。

回転 ナ デ 回転 ナ デ
暗オリーブ灰色
灰色

長 (05)
◎

自″ミ釉

表45 掘立 3出土遺物観察表 土製品

番号 器種 法量 (cm) 形態・施文
調 整 色調

t織露;
土
成

胎
焼 備考 図版

外  面 内  面

5 杯蓋
径
高
口
残
(128)
18
直に下がる口縁部。端部は四面
をなす。

回転ナデ 回転ナデ
色
色
灰
灰

密

◎

表46 SD出土遺物観察表 土 l

番号 器種 法最 (cm) 形態・施文
調 整 色調

t織唇!
土
成

胎
焼 備考 図版

外  面 内 面

6 鍋 残高  39 口縁部片。口縁端部は面をなし、
1条の凹線が巡る。

マメツ ヨコナデ
明赤褐色
明赤褐色

石 長 (1～ 4)
◎

SDl

7 高杯
径
高
口
残
(108)
25
高郭の日縁部片。端部は九くお
さめる。

回転ナデ 回転ナデ
黒褐色
灰責褐色

密

◎ SDl

8 こね鉢
径
高
口
残
(297)
33
こね鉢の口縁部。東播系。 ヨコナデ ヨコナデ

オリーブ灰色
オリーブ灰色

石。長(05～ 1)
◎

SD2

9
台
碗
高
付 残高  23 高台部は剥落。 回転ナデ 回転ナデ

灰色・灰白色
灰白色

密

○
SD2

括 鉢
径
高
底
残
(145)
60

備前焼・福鉢の底部。内面に9

条の櫛描き条線が、放射状に施
される。

ナ デ ナ デ

にぶい黄澄色
灰色・にぶい黄橙
色

石。長 (1～ 3)
砂
◎

SD2

霊

径
高
底
残 平底の底部。 マメツ マメツ

にぶい責橙色
浅責色

石 長 (1～ 4)
○

SD4

郭
径
高
底
残

回転糸切 りの底部。 ヨコナデ ヨコナ デ
色
色
灰
灰

密

◎ SD4
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久米才歩行遺跡 5次調査地

SD出土遺物観察表 土製品

番号 器種 法量 (cm) 形態・施文
調 整 色調

i待目|
生
成

胎
焼 備考 図版

外 面 内 面

郭
径
高
底
残
(100)
15
高台付杯。高台は底部と胴部の
境付近に付く。

ヨコナデ マメツ
色

色

白

白
灰

灰

密

△
SD4

土釜
(鍋 )
残高  29 三足付土釜 (鍋 ) の脚部。 宝メツ にぶい責橙色

石 長(05～ 2)
◎

SD4

皿
径
高
底
残

土師皿の底部。底部は板状工具
による調整有り。

ヨコナデ ヨコナ デ
にぶい黄橙色
にぶい黄橙色

石

◎
(1～ 5) SD5

表47 SK 出 土製品

番号 器種 法量 (cm) 形態・施文
調 整 色調

i待吾|
生
成
胎
焼 備考 図版

外  面 内 面

士霊
径
高
口
残
(162)
24
弥生壼形土器の口縁部。端部に
凹線文3条。

ヨコナデ ヨコナデ
色
色
橙
橙

石 長(05～ 2)
◎

邦
狂仕
昔画

底
残
(78)
14 回転糸切り

の底部。 ヨコナデ ヨコナデ
灰白色
灰白色

密

◎

然身
S3言Б牟≧(149)
残高  13 不身口縁部。 回転ナデ 回転ナデ

灰色
暗赤灰色

密

○

表48 SKl出土遺 石製品

番号 器  種 残  存 材  質
法 量

備 考 図版
長さ(cm) 幅 (cm) 厚さ(cm) 重さ(g)

砥 石 一言Б 和泉砂岩

表49 柱穴及び出土地点不明遺物観察表 土製品

番号 器種 法量 (cm) 形態・施文
調 整 色調

t待尋; 生
成
胎
焼 備考 図版

外 面 内 面

甕
宏仕
昔向

口
残
(230)
36 頚部内面に稜をも

つ。 マメツ
Θマメツ
◎ナデ
⑩マメツ

橙色
明赤褐色・灰黄褐色

石・長(05～ 2)
○

SP51

杯

径
高
径

口
器
底

(140)
38
(71)

土師杯。底部は回転糸切り。 ヨコナ デ ヨコナデ
にぶい責橙色
にぶい黄橙色黒褐色

石

◎
(1～ 2)

SP26

高杯
口径  (80)
残高  17 高イ脚の裾部。 回転ナデ 回転 ナ デ

灰色
灰色

密

◎

碗
径
高
底
残

土師質。碗の底部。貼付けの輪
高台は断面三角形。

ヨコナデ マメツ
にぶい黄橙色灰黄褐色
にぶい黄橙色

密

○

皿
口径 (122)
残高  17 肥前系皿の口縁。 施釉 施THI

灰オリーブ色
灰オリーブ色

密

◎

碗
形
高
底
残

青磁の碗。見込部に花文スタン
プ。

力ι赤由
デ
釉
ナ
笙
ヽ

明オリーブ灰色.にぶい褐色
明オリーブ灰色

密

◎

土釜
径
高
口
残

土師質。三足付釜の口縁部。口
縁下貼付けのタガの断面形は九
味をおびた「コ」の字状。

ヨヨナデ ヨコナデ
にぶい澄色
にぶい橙色

石・長(05～ 2)
◎

上金
径
高
回
残
⑫34)
36

土師質。三足付金の口縁部。口
縁下貼付けのタガの断面形は三
角形。

ヨヨナデ ヨコナデ
にぶい橙色
にぶい橙色

石・長 (1～ 4)
◎
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第 5章 お わ りに

これまでに、久米オ歩行遺跡 3～ 5次調査地の調査報告をしてきた。最後に、報告した 3ケ 所の調

査成果と、既に調査報告が刊行されている2次調査地を含めて、久米才歩行遣跡の調査成果を整理 し

て本書のまとめとする。

1.遺跡の概要

久米才歩行遺跡は、昭和63年 に遺跡として認知された。遺跡は、久米官行遺跡群のあるいわゆる

「来住台地」の北を流れる (区画する)堀越川の北岸に位置する。遺跡の範囲は南は堀越川、北は北

久米町屋敷遺跡、西は現在の国道11号線を境に南久米片廻 り遺跡、東は南久米町遺跡までとなり、東

西340m、 南北160m、 約54,400♂ となる。遺跡地内では、縄文時代晩期の上器片が最も古い遺物とな

り (4次調査地 )、 遺構では弥生時代前期後半が最も古 く、以降は中世までに何某かの生活関連遺構

が存在している。居住を示す竪穴式住居址や掘立柱建物址は弥生時代前期末～中期初頭、古墳時代中

～後期 、古代、中世の各時代にあり、この地が居住空間として土地利用されていたことが明らかに

なってきている。また、遺跡の高境となる堀越川は古代まで久米才歩行追跡 3次調査地内の南半分を

河川域としていたことも今回の調査成果である。以下、時代毎に遺構と遺物の整理をしてみたい。

2.縄文晩期～弥生時代

縄文時代晩期の上器片数点が 4次調査地で出上している。西の南久米片廻 り遺跡からは突帯文期で

器種構成が判明する土器片を確認しており、オ歩行遺跡～南久米片廻り遺跡一帯に同時期の集落が存

在していたことは確かであろう。しかしながら、未だに遺構の確認はなく、今後の調査に期待 したい。

弥生時代では前期末～中期初頭の竪穴式住居llLと 土坑、中期中葉の上坑が 2次調査地で検出されて

いる。前期末～中期初頭の竪穴式住居址は検出例が当平野で数少なく、稀少例として貴重である。遺

物では 5次調査地で前期後半のタマキガイ系の貝殻施文土器片が出土し、下関地域との関係が知られ

る資料である。 4次調査地では自然流路の堆積土から前期末の土器や石器力S出土し、当平野における

弥生時代石器研究の検証をする資料が得られている。詳細は第 3章 4小結を参照していただきたい。

担当者の加島は平野内の石鎌を集成し、定着期を推定した。当平野の石器研究が一歩前進を見せてい

る。

3.古墳時代

5世紀後半の竪穴式住居址が 5次調査地、 6世紀前半の竪穴式住居l■が 2次調査地で検出されてい

る。竪穴式住居址はいずれも平面形状が四角形で、5次調査地の住居址 SBlに は間仕切 り溝があり、
平野では数が少ない例となる (第 4章 4小結を参照 )。 出土品では、 2次調査地 SBlか ら臼玉が出
土しているが、当平野の 5世紀後半～ 6世紀前半の住居址には散見される事例であり、廃棄時の祭祀

行為の典型例 といえる。掘立柱建物址は 6世紀代の建物が 5次調査地で 4棟検出されている。 5次調

査地では総柱構造と側柱構造とが見られるが、資料の制約から新旧関係や組み合わせが明確に出来な

かった。集落構造の変遷を考える資料のひとつになり得るので、今後の周辺調査に期待したい。
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お わ り に

4.古 代
7世紀前半の掘立柱建物址 1棟と、古代に比定される掘立柱建物址 1棟とが 3次調査地で検出され

ている。方位や柱穴形状は久米官衡遺跡群の建物と共通しており、それとの関係が注目されるが、現

状では位置付けが難しい。また、4次調査地の南半部分はこの時期まで自然流路の影響が強く残って

おり、 7世紀代の掘立柱建物 (3次調査地の掘立 1・ 2)は流路に近い位置に建築されたことが知ら

才tる。

5。 中 世

久米才歩行遺跡では、中世の遺構が最も多く検出されている。

3次・4次調査地は東西に隣りあう調査地で、掘立柱建物址 3棟、井戸 1基、溝 1条、土坑 l基が

検出されている。遺構の詳細な時期は明らかでないものもあるが、判明している遺構から時期を絞り

込むと15～ 16世紀の遺構群と考えられる。それを前提に集落構造を見ると、南北に走る溝を境に、西

側に建物 2棟と土坑 1基、東側に建物 1基と井戸 l基が配置されることになる。ただし、集落内を溝

で区画することになり、検討の余地がある。

当平野における中世の集落構造は不明な点が多く、ここでの結果は基礎的資料の増加として評価さ

″しよう。

久米オ歩行遺跡は、久米高畑官衡遺跡群の周辺地の景観を考える資料として、重要な遺跡である。

今回の結果で課題となるのは、古代の建物の位置付けである。官衝遺構との関係は重要事項であり、

今後の調査で解決しなければならない。

【文献】

田城武志・梅木謙一編 2004『来住・久米地区の遺跡Ⅳ』松山市教育委員会
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写真図版データ

1.遺構は、主な状況については、 4× 5判や 6× 7判の白黒ネガフィルム・カラーリバーサルフィ

ルムで撮影し、35剛判で補足している。

使用機材 :

カメラ  トヨフイールド45A    レンズ  スーパーアンギュロン90HIll他
アサヒペンタックス67        ペンタックス67 551ull他
ニコンニューFM2         ズームニッコール28～ 8511ull他

フィルム 白 黒 プラスXパン・ネオバンSS・ アクロス

カラー エクタクロームEPP・ RDPⅢ

2.遺物は、 4× 5判 または 6× 9判で撮影した。すべて白黒フイルムで撮影している。

使用機材 :

カメラ   トヨビュー45G・ 69ロ ールフィルムホルダー

レンズ   ジンマー S240Hllll F 5.6他
ス トロボ  コメット/C A32・ C B 2400
スタンド等 トヨ無影撮影台・ウエイトスタンド101

フィルム  白黒 プラスXパン。ネオパンアクロス

3.単色図版は、白黒プリントを等倍で使用できるように焼き付けている。

使用機材 :

引伸機  ラッキーMD。 90M S
レンズ  エル・ニッコール13511ull F 5.6A・ 5011111F2.8N

印画紙  イルフォードマルチグレードⅣ RCペーパー

4.製版  写真図版175線

印刷  オフセット印刷
用紙  ニューVマ ット 菊版93.5kg使用

【参考】『埋文写真研究』vol.1～13  『報告書制作ガイド』

[大西朋子]



久米才歩行遺跡 3次調査地

図
版

一

調査前の全景 (北より)
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二

久米才歩行遺跡 3次調査地
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久米才歩行遺跡 3次調査地
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久米オ歩行1生跡 3次訓I介地
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2 掘立 4完掘状況 (北より)



久米才歩行遺跡 3次調査地
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2 S P94遺物出土状況 (北より)



久米才歩行遺跡 3次調査地
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SDl検 出状況 (南より)

SDl遺 物出土状況 (北西より)
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久米才歩行遺跡 3次調査地
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SP4・ S P345。 S P256・ 第Ⅲ層 )1 出土遺物 (SDl・ S P94・



久米才歩行追跡 4次調査地

1 調査前の全景 (南西より)

2 南壁土層 (北より)



久米才歩行遺跡 4次調査地

I区遺構検出状況 (西より)
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久米才歩行遺跡 4次調査地

図
版

一
〇

l I区 遺構完掘状況(2)(北西より)

2 H tt S R201完掘状況 (北東より)



久米才歩行遺跡 4次調査地
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S R 201埋土④石鎌出土状況 (東より) S R 201埋土③両刃石斧出土状況 (北より)

3 遺構完掘状況 (北西より)



久米オ歩行遺跡 4次調査地
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久米才歩行遺跡 4次調査地

l S R201埋土③出土遺物(2)



久米才歩行遺跡 4次調査地
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l S R201埋土②出土遺物(1)



久米才歩行遺跡 4次調査地
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l S R 201埋土②出土遺物(2)



久米才歩行遺跡 4次調査地
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l S R201埋土①出土遣物(1)



久米才歩行遺跡 4次調査地
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S R201埋土①出土遺物(2)



久米才歩行遺跡 4次調査地
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出土遺物・包含層出土遺物l S R 201埋土①出土遣物(3)。 S X101



久米才歩行遺跡 5次調査地
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1 調査区西部遺構検出状況 (東より)

2 SBl・ 2検出状況 (北西より)



久米才歩行遺跡 5次調査地

図
版
三
〇

1寄軽後懸

Ⅲ観
麹
Ⅲ転

嚇鸞
点
籍
ｋ

SDl・ 2完掘状況 (西より)

2 調査区西部完掘状況 (東より)


